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旅行ロスを埋めるマイクロツーリズム、
想定外のお化け屋敷、
“文豪の缶詰”を体験できる老舗旅館…

3密回避
エンターテインメント
新型コロナウイルスで
住まいやオフィスはどう変わる？

最新の研究や
事例に学ぶ
居住空間のこれから



コロナ禍により、観光ではマイク
ロツーリズムが進みました。この
ことは地元を知り、良さを感じ
る機会となりました。以前は日本
に3000万人以上の外国人が訪
れ、オーバーツーリズム対策が
観光課題として浮上していました。
afterコロナに観光立国として飛
躍するためには「三方よしの持
続可能な地域づくり」が必要と
感じています。観光の起点は、
地元の人の地域への愛情です。
特集内のハワイの事例でも「こ
れからは、地域住民が自分たち
の地域や文化にプライドを持つ
ことが前提」と語られています。
転換点を迎える日本の観光振興
の取るべき道を皆さんと今後も
模索をしていきたい。今回の特
集もぜひ、参考にしてください。
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本誌記事の無断転載を
固く禁じます。

未来に繋がる「ありたい姿」「目指すべき姿」を地域の皆様と共に作り上げること、
それが私たちの使命です。

変わる地域の、力になります。
じゃらんリサーチセンター

tel 03-6835-6250（代表・平日10～18時）   fax03-5218-1306
弊誌へのご意見・ご感想、JRCへのご要望等、ぜひお寄せください

私たちが目指すもの。

みつける
今ある魅力の再発見

JRCのメソッド 1

そだてる
新しい魅力の形成

2JRCのメソッド

つたえる
伝達力の強化

3JRCのメソッド

http://jrc.jalan.net/
 じゃらんリサーチセンター 検索

公式Facebookからも
情報配信中

私たちの活動領域
観光に関する研究 情報発信
シンクタンクからアクトタンクへ。
地域と共に実証実験を多数実施しています。

研究で得た知見を広く発信していきます。

○調査・分析
じゃらん宿泊旅行調査、インバウンド調査、ご当地調査など

○実証実験
調査・分析から導いた解決策を実際の地域で実証実験し、
具体的な手法や需要の開発にチャレンジしています

○『とーりまかし』  ○観光振興セミナー、調査報告会など
○WEBサイト、Facebook、メールマガジンなど
観光業界、そして地域経済のさらなる発展のために、
JRC（じゃらんリサーチセンター）が得た知見や提案を
余すことなく広く世の中に発信していきます

観光・地域振興支援
観光に関する様々な事業を
お任せいただいております。

○調査・分析　○ＰＲ・誘客・周遊促進
○計画策定など　○ワークショップ・研修
資源を再発見or新たにみつける→そだてる
→情報発信→誘客→振り返り→次へ、
というサイクルを回しながら、
地域の方 と々共に地域の新しい価値創造を行っていきます
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海外ツーリズムレポート第二弾
海外観光地の事例に学べ！

外国人を呼び込む
観光マーケティング術
期間限定連載 第4回 最終回
観光のもやもやサイエンス
サービス・マーケティング編
顧客満足度はなぜ
重要なのか？
価値と感動を生み出す人にインタビュー
マエストロの肖像
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まちづくり、アクセス改善…あの有名温泉地も改革効果でランクアップ！行きたくなる温泉地　その人気の秘密平成31年度「新しい東北」交流拡大モデル事業（普及・展開）
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2020注目のコト消費コンテンツスポーツツーリズムの可能性
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遊休資産を地域のユニークネスに変えろ！

官民パートナー
シップが

生み出す
観光体験の次なる一手

自ら持続可
能な農山漁

村を

創るための
実証実験を

開始！

宮城県農政部×ジバ観

農山漁村関係人口
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ト
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地
域
資
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げ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
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イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
の
需
要
創
造
メ
カ
ニ
ズ
ム
研
究
」よ
り
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仁
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岡
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る
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「
持
続
可
能
な
観
光
」っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
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こ
こ
数
年
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）と
い
う
言
葉
が
社
会
全
体
で
注
目
さ
れ
、

観
光
に
つ
い
て
も
「
持
続
可
能
」で
あ
る
こ
と
を
追
求
す
る
動
き
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

で
は
、「
持
続
可
能
な
観
光
」と
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
？

た
と
え
ば
、集
客
数
よ
り
誰
に
来
て
も
ら
う
か
を
問
う
、「
量
か
ら
質
」へ
の
転
換
も
そ
の
一
つ
だ
。

コ
ロ
ナ
禍
の
環
境
で
は
、観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
同
様
の
考
え
方
は
で
き
な
い
が
、

そ
ん
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、「
持
続
可
能
な
観
光
」の
発
想
が
価
値
を
発
揮
す
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
三
方
よ
し
」の

観
光
地
経
営 

イ
ラ
ス
ト
／
武
曽
宏
幸

Ｊ
Ｒ
Ｃ
研
究 

「
地
域
、住
民
、旅
行
者
『
三
方
よ
し
』を
目
指
す
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

観
点
か
ら
科
学
す
る
観
光
の
新
た
な
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
チ
ェ
ー
ン
」よ
り

持
続
可
能
な
観
光
の
考
え
方
は

コ
ロ
ナ
禍
に
こ
そ
有
効

　コ
ロ
ナ
禍
以
前
、
日
本
の
観
光
の
現
場

で
は
、
訪
日
客
を
中
心
に
旅
行
者
が
急
増

し
、
混
雑
や
環
境
の
悪
化
な
ど
の
弊
害
が

起
こ
り
始
め
て
い
た
。「
持
続
可
能
な
観

光
」
は
、
社
会
全
体
が
持
続
可
能
性
に
注

目
す
る
状
況
に
加
え
、
こ
う
し
た
過
観
光

環
境
を
背
景
に
生
ま
れ
て
き
た
発
想
だ
。

　一
方
で
コ
ロ
ナ
禍
後
の
観
光
で
は
、
旅

行
者
の
全
体
数
が
激
減
し
、
当
分
元
通
り

の
数
は
期
待
で
き
そ
う
に
な
い
。
ま
た
、

行
政
や
観
光
事
業
者
が
い
く
ら
旅
行
者
を

呼
び
た
く
て
も
、
地
域
住
民
の
中
に
は
、

感
染
拡
大
地
か
ら
の
人
の
流
入
を
恐
れ
る

気
持
ち
も
根
強
く
あ
る
。
必
然
的
に
、「
よ

り
多
く
の
人
に
訪
れ
て
も
ら
う
」
よ
り

「
可
能
な
範
囲
で
受
け
入
れ
る
」
と
い
う
、

量
よ
り
質
の
観
光
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
あ
り
、
ま
さ
に
持
続
可
能
な
観
光

の
発
想
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　持
続
可
能
な
観
光
に
は
何
が
必
要
な
の

か
？
ま
た
そ
の
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な

考
え
方
や
具
体
的
な
取
り
組
み
が
有
効
な

の
か
？
本
特
集
で
は
ま
ず
、
じ
ゃ
ら
ん
リ

サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
（
以
下
Ｊ
Ｒ
Ｃ
）
の
研

究
か
ら
持
続
可
能
な
観
光
と
は
何
か
を
整

理
し
、
国
内
外
の
事
例
か
ら
そ
の
実
現
に

向
け
た
具
体
的
な
方
策
を
考
え
て
み
た
い
。
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サ
ー
ビ
ス
商
品
な
ら
で
は
の

観
光
の
特
異
性
と
は

　観
光
庁
の
発
足
と
そ
の
後
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

整
備
以
来
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
重
要
性

は
観
光
業
界
の
共
通
認
識
と
な
り
つ
つ
あ

る
。
し
か
し
現
場
で
は
、
い
わ
ゆ
る
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
理
論
や
手
法
で
問
題
が
解

決
し
て
い
な
い
例
も
多
い
。
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
研

究
、「
地
域
、
住
民
、
旅
行
者
の
『
三
方
よ

し
』
を
目
指
す
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
観
点
か
ら
科
学
す
る
観
光
の
新
た

な
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
チ
ェ
ー
ン
」
は
、
こ
う

し
た
問
題
意
識
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　一
般
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
理
論
は

「
モ
ノ
製
品
」
を
ベ
ー
ス
に
考
え
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
観
光
は
「
サ
ー
ビ
ス
製
品
」。

「
モ
ノ
製
品
」
を
も
と
に
し
た
理
論
が
う

ま
く
あ
て
は
ま
ら
な
い
の
も
無
理
は
な
い
。

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
旅
行
の
目
的
地
で

あ
る
地
域
全
体
を
一
つ
の
サ
ー
ビ
ス
製
品

と
捉
え
、
モ
ノ
で
は
な
く
サ
ー
ビ
ス
向
け

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
理
論
を
確
認
し
、
さ

ら
に
観
光
に
特
有
の
課
題
を
踏
ま
え
た
う

え
で
問
題
点
を
洗
い
出
す
こ
と
と
し
た
。

　サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
特
性

と
し
て
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
大
家
と

い
わ
れ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
コ
ト
ラ
ー
が

「
目
に
見
え
な
い
（
非
有
形
性
）」「
生
産
と

消
費
が
同
時
に
行
わ
れ
る
（
不
可
分
性
）」

「
提
供
者
や
場
に
よ
っ
て
品
質
が
変
わ
る

可
能
性
が
あ
る
（
変
動
性
）」「
貯
め
て
お

く
こ
と
が
で
き
な
い
（
非
貯
蔵
性
）」と
い

う
４
点
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
特
性

を
踏
ま
え
て
観
光
が
取
る
ベ
き
策
は
、

「
目
に
見
え
な
い
」
こ
と
に
対
し
て
ク
チ

コ
ミ
や
事
前
告
知
で
で
き
る
だ
け
サ
ー
ビ

ス
内
容
を
可
視
化
す
る
、「
生
産
と
消
費

が
同
時
に
行
わ
れ
る
」
こ
と
に
対
し
て
は

逆
に
そ
の
場
に
い
な
い
と
体
験
で
き
な
い

こ
と
を
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
提
供
す
る
、

「
品
質
が
変
わ
る
」
こ
と
に
対
し
て
は
雨

の
日
割
引
の
よ
う
な
形
で
品
質
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
、「
貯
め
て
お
く
こ
と
が
で

き
な
い
」
こ
と
に
は
価
格
変
動
制
や
キ
ャ

ン
セ
ル
料
の
設
定
で
需
給
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

地
域
＝
公
共
財

＝
リ
ソ
ー
ス
に
限
界
が
あ
る

　そ
の
う
え
で
観
光
に
特
有
の
性
質
を
見

て
い
く
と
、
①
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
多

い
（
広
範
囲
性
）、
②
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
コ
ス

ト
が
低
い
（
嗜
好
性
）、
③
地
域
は
公
共
財

で
あ
る
（
財
と
し
て
の
性
質
）、
④
品
質
を

一
部
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
（
サ
ー
ビ

ス
・
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
）
な
ど
の
ポ
イ
ン

ト
が
挙
げ
ら
れ
る
（
表
１
）。
こ
の
う
ち
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
課
題
に
関
わ
っ
て
く
る

の
が
②
〜
④
の
ポ
イ
ン
ト
だ
。

　②
の「
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
コ
ス
ト
が
低
い
」

と
は
「
他
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
ス
イ
ッ
チ
が
起

き
や
す
い
」
と
い
う
意
味
で
、
観
光
で
い

う
と
「
一
度
訪
れ
た
旅
行
者
が
他
の
観
光

地
や
宿
な
ど
に
移
っ
て
し
ま
い
や
す
い
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
例
と
し
て
携
帯
電

観
光
が
持
続
可
能
で
あ
る
た
め
に
は

住
民
や
地
域
資
源
の
ケ
ア
が
不
可
欠

「三方よし」の
観光地経営 

そ
も
そ
も
観
光
が「
持
続
可
能
」で
あ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
？

観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
考
察
す
る
研
究
を
も
と
に
、
基
本
的
な
考
え
方
を
整
理
す
る
。

Ｊ
Ｒ
Ｃ
研
究
「
地
域
、住
民
、旅
行
者
『
三
方
よ
し
』を
目
指
す

サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
観
点
か
ら
科
学
す
る
観
光
の
新
た
な
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
チ
ェ
ー
ン
」よ
り

理論編
JRC研究より
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話
の
キ
ャ
リ
ア
が
一
度
契
約
す
る
と
な
か

な
か
変
更
さ
れ
な
い
（
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
コ

ス
ト
が
高
い
）
の
と
比
べ
る
と
、
そ
の
違

い
が
よ
く
分
か
る
だ
ろ
う
。
安
定
し
た
観

光
地
経
営
に
は
リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
が
重

要
と
言
わ
れ
る
が
、
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
コ
ス

ト
が
低
い
と
い
う
こ
と
は
フ
ァ
ン
獲
得
が

他
の
分
野
よ
り
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
よ
り
率
先
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

い
け
な
い
課
題
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　

③
の「
地
域
は
公
共
財
で
あ
る
」と
は
、
地

域
の
リ
ソ
ー
ス
に
は
限
界
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て

供
給
量
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
だ
。
こ
の
点
が
ま
さ
に
モ
ノ
製
品

と
の
違
い
と
も
言
え
る
。
モ
ノ
で
あ
れ
ば

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
生
産
量
を
増
や
し
て
よ

り
た
く
さ
ん
売
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
観

光
地
は
人
気
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
際
限

な
し
に
人
を
呼
ぶ
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
そ
う
し
た
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
超
え

て
人
が
訪
れ
て
し
ま
っ
た
状
態
が
、
コ
ロ

ナ
以
前
に
一
部
の
地
域
で
問
題
に
な
っ
て

い
た
い
わ
ゆ
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
現

象
と
言
え
る
。

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
づ
ら
い
が

実
は
大
き
い
「
住
民
」の
役
割

　④
の
「
品
質
を
一
部
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
な
い
」
と
い
う
点
は
、
地
域
全
体
を
一

つ
の
サ
ー
ビ
ス
商
品
と
し
て
見
る
か
ら
こ

そ
起
こ
り
う
る
課
題
と
も
言
え
る
、
興
味

深
い
課
題
だ
。

　旅
行
者
か
ら
見
た
旅
の
プ
ロ
セ
ス
を
示

し
た
図
１
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
旅
行

者
は
、
現
地
に
到
着
す
る
と
あ
ち
こ
ち
観

光
地
を
め
ぐ
っ
て
宿
泊
し
、
帰
宅
す
る
が
、

そ
の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
者
と
接
点
を

持
ち
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
。
こ
う
し
た

接
点
の
こ
と
を
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
用
語
で
「
サ
ー
ビ
ス
・
エ
ン
カ
ウ
ン

タ
ー
」
と
呼
び
、
旅
行
中
の
す
べ
て
の
サ

ー
ビ
ス
・
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
が
評
価
の
対

象
と
な
る
。
し
か
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
観
光
事
業
者
は
宿
、物
販
、飲
食
、交

通
と
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
別

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
う
え
、
実

は
旅
行
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
・
エ
ン
カ
ウ

ン
タ
ー
は
観
光
事
業
者
に
限
ら
な
い
。
観

光
地
で
過
ご
す
時
間
や
移
動
中
の
時
間
に
、

多
く
の
旅
行
者
は
地
域
住
民
と
接
点
を
持

つ
は
ず
だ
。
バ
ス
の
車
中
で
住
民
と
会
話

を
交
わ
し
た
り
、
道
に
迷
っ
て
住
民
に
道

を
尋
ね
た
り
す
る
行
動
が
こ
れ
に
当
た
る
。

　観
光
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
多
少
の
ば

ら
つ
き
は
あ
っ
て
も
、
あ
る
程
度
サ
ー
ビ

ス
提
供
者
と
し
て
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が
期
待

で
き
る
。
し
か
し
、
住
民
は
サ
ー
ビ
ス
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
地
域
と
し
て
品
質
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
の
は
難
し
い
。
と
こ
ろ
が
、
実
は

そ
ん
な
地
域
住
民
の「
品
質
」が
、
旅
行
者

に
と
っ
て
は
大
き
な
意
義
を
持
つ
こ
と
も

分
か
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
Ｃ
が
毎
年
実
施
し

て
い
る
「
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調
査
」
で

は
、
実
際
に
行
っ
た
旅
行
の
満
足
度
を
い

く
つ
か
の
項
目
に
分
け
て
尋
ね
て
い
る
が
、

「
地
元
の
人
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
感
じ

た
」
の
項
目
で
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る

都
道
府
県
で
は
、
観
光
事
業
者
だ
け
で
な

く
地
域
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
が
評
価
さ
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
た
と
え
ば
、「
地

域
住
民
が
明
る
い
・
気
さ
く
」「
地
域
住
民

が
親
切
」「
地
域
住
民
の
方
言
が
和
む
」

「
地
域
住
民
が
観
光
客
に
慣
れ
て
い
る
」

と
い
っ
た
具
合
だ
。

地
域
住
民
の
満
足
度
が
上
が
れ
ば

プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
チ
ェ
ー
ン
が
回
る

　一
般
に
、
企
業
が
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
際
に
は
、
従
業
員
が
や
る
気
を
持

ち
、
環
境
に
満
足
し
な
が
ら
働
く
こ
と
で
、

売
り
上
げ
も
ア
ッ
プ
す
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
顧
客
も
そ
の
よ
う
な
企
業
に
対
し
て

満
足
し
、
よ
い
評
判
を
生
み
出
し
、
さ
ら

図1	 地域全体＝サービス商品と
	 見立てた際の旅行者の行動

表1　観光の特異性

旅行者は地域＝サービスの一部で一般人と接点
を持っている。つまり「サービス・エンカウンター
に地域住民が含まれる」ことになる。

①ステークホルダーが多い・多様（広範囲性）
⃞対象となる業界・分野が多岐にわたる（裾野が広い）
⃞関係者が多い

②スイッチングコストが低い（嗜好性）
⃞高額商品のわりにスイッチングコスト（乗り換えのハードル）が低い
⃞リピーターを確保することが戦略上重要である

③地域は公共財である（財としての性質）
⃞観光資源の状態に左右され、純粋に消費者のニーズ・意向・希望を
　出発点にすることは難しい場合が多い。

④品質を一部コントロールできない（サービス・エンカウンター）
⃞商材の一部に地域住民が含まれる

帰宅

現地着

観光地B

夕食

朝食

観光地C

昼食

現地発

出発

現
地

有名な景勝地
に立ち寄り観光地A

宿泊 有名温泉宿に
宿泊

バスに同席
した住民に
話しかけられる

道に迷って
歩いている
人に尋ねる
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の
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度
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す
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と
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か
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さ
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な
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ス
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ッ
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ス
ト
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い
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の
と
比
べ
る
と
、
そ
の
違
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分
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だ
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。
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た
観

光
地
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に
は
リ
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ー
の
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得
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グ
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い
と
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こ
と
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フ
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ン
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得
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て
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ま
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な
い
課
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と
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と
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生
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を
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よ
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こ
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で
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は
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が
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と
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な
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に
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と
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る
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を
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と
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、
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一

つ
の
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ビ
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商
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と
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て
見
る
か
ら
こ
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起
こ
り
う
る
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と
も
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る
、
興
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深
い
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だ
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た
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の
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に
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に
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に
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ら
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と
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⃞観光資源の状態に左右され、純粋に消費者のニーズ・意向・希望を
　出発点にすることは難しい場合が多い。

④品質を一部コントロールできない（サービス・エンカウンター）
⃞商材の一部に地域住民が含まれる

帰宅

現地着

観光地B

夕食

朝食

観光地C

昼食

現地発

出発

現
地

有名な景勝地
に立ち寄り観光地A

宿泊 有名温泉宿に
宿泊

バスに同席
した住民に
話しかけられる

道に迷って
歩いている
人に尋ねる
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図2　サービス業のプロフィット・チェーン

図3　観光業のプロフィット・チェーン

顧客満足度を上げるには従業員満足度の高さが必要であり、モチベーションを保つには適正な
給与が条件となる

地域全体で見ると、企業で従業員にあたる存在が、サービス従事者、あるいは地域住民となる

富澤豊（2019）

富澤豊（2019）

□シビックプライド
□生活満足度
□地域のにぎわい
□旅行推奨度
□地域経済への還元
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やる気
UP

やる気
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やる気
UP

大満足

素晴らしい
サービス

素晴らしい
サービス

体験する

体験する

に
よ
い
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
従
業
員
に
与

え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
サ
ー
ビ
ス
を
生
み

出
す
側
と
、
そ
れ
を
受
け
る
側
の
サ
イ
ク

ル
が
う
ま
く
回
り
、
さ
ら
な
る
好
循
環
を

生
み
出
す
状
態
を
、
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
フ

ィ
ッ
ト
チ
ェ
ー
ン
と
い
う
（
図
２
）。
こ
れ

を
上
手
く
回
す
重
要
な
原
動
力
の
一
つ
が

従
業
員
満
足
度
と
い
う
わ
け
だ
。

　そ
の
う
え
で
、
企
業
を
地
域
全
体
に
置

き
換
え
て
考
え
る
と
、
従
業
員
に
当
た
る

の
は
サ
ー
ビ
ス
・
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
の
担

い
手
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
個
別
の
観
光

事
業
者
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
も
含
ま

れ
る
こ
と
に
な
る
。
従
業
員
満
足
度
は

「
エ
リ
ア
満
足
度
」
と
で
も
置
き
換
え
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
事
業

者
や
住
民
を
含
め
た
地
域
の
人
々
の
満
足

度
が
上
が
れ
ば
、
地
域
住
民
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
も
上
が
り
、
そ
れ
が
旅
行
者
に
も

よ
い
影
響
を
与
え
、
よ
り
よ
い
評
判
が
生

ま
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
と
言
え
そ
う

だ
。
持
続
可
能
な
観
光
と
は
、
こ
う
し
た

プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
チ
ェ
ー
ン
が
上
手
く
回
っ

て
い
る
状
態
と
も
言
え
る
（
図
３
）。

「
住
民
」「
資
源
」を
含
め
た

「
正
し
い
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
」へ

　そ
も
そ
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
は
、
消

費
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
商
品
を
作
る

と
い
う
基
本
に
立
脚
し
て
い
る
。
従
来
、

観
光
や
地
域
は
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
（
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
た
商
品
を
作
る
こ
と
）」

の
発
想
が
足
り
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
て
、

そ
の
点
を
と
く
に
意
識
し
た
取
り
組
み
を

し
て
き
た
と
も
言
え
る
。
主
に
消
費
者
＝

旅
行
者
に
目
を
向
け
、
集
客
や
満
足
度
ア

ッ
プ
を
目
指
す
方
向
性
だ
。

　だ
が
一
方
で
そ
の
方
法
は
、
こ
こ
ま
で

見
て
き
た
よ
う
な
「
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
」
や

「
住
民
（
生
活
）」
と
い
っ
た
視
点
を
欠
い

て
い
る
と
も
い
え
る
。
ソ
ー
ス
に
限
界
が

あ
る
以
上
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
続
け
る
こ

と
は
難
し
く
持
続
可
能
と
は
言
え
な
い
。

そ
れ
な
ら
ば
、
も
う
一
度
「
プ
ロ
ダ
ク
ト

ア
ウ
ト
」
的
発
想
に
戻
る
こ
と
も
必
要
だ
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
「
い
い
も
の
を
作
れ
ば

売
れ
る
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
資
源

を
管
理
し
て
、
需
要
の
低
減
や
分
散
を
図

っ
て
い
く
と
い
う
意
味
の
、「
正
し
い
プ

ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
」
を
目
指
す
と
い
う
こ

と
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
に
何
が
あ

り
、
今
後
ど
ん
な
姿
に
し
て
い
き
た
い
の

か
と
い
う
「
ビ
ジ
ョ
ン
」が
必
要
に
な
る
。

　観
光
庁
は
「
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」の
中
で
、「
観
光
地
の
運

営
に
地
域
住
民
の
意
見
を
反
映
し
て
い
る

か
」「
地
域
の
自
然
や
文
化
的
資
源
の
保

護
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
か
」
と
い
っ

た
点
に
触
れ
て
い
る
。
持
続
可
能
な
観
光

に
は
、
こ
う
し
た
住
民
や
資
源
（
キ
ャ
パ

シ
テ
ィ
）へ
の
意
識
も
欠
か
せ
な
い
の
だ
。

売上サイクル

売上サイクル

評判サイクル

評判サイクル
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　沖
縄
県
は
「
第
５
次
沖
縄
県
観
光
基

本
計
画
（
２
０
１
２
年
〜
）」
の
中
で
、

目
指
す
べ
き
姿
を
「
世
界
水
準
の
観
光

リ
ゾ
ー
ト
地
」
と
定
め
、
そ
の
具
体
的

な
イ
メ
ー
ジ
を
「
観
光
客
」「
観
光
産

業
」「
県
民
」「
観
光
資
源
」の
視
点
か
ら

言
語
化
し
て
い
る
。「
沖
縄
観
光
成
果

指
標
（
２
０
１
４
年
〜
）」は
こ
う
し
た

将
来
像
の
達
成
状
況
を
把
握
し
、
同
時

に
県
民
に
も
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
に
設
定
し
た
も
の
だ
。

 

「
入
込
数
」や
「
観
光
収
入
」が
中
心
と

な
り
が
ち
な
観
光
計
画
に
い
ち
早
く

「
県
民
」「
観
光
資
源
」
の
視
点
を
取
り

入
れ
た
背
景
に
は
、
上
位
計
画
に
あ
た

る
「
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画

（
２
０
１
０
年
〜
）」
の
存
在
が
あ
る
。

こ
れ
は
県
が
目
指
す
べ
き
将
来
像
と
、

経
済
、
教
育
、
福
祉
な
ど
分
野
ご
と
の

基
本
施
策
を
定
め
た
計
画
で
、
県
民
生

活
や
地
域
資
源
の
目
指
す
べ
き
姿
に
つ

い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

観
光
で
も
そ
の
視
点
を
盛
り
込
ん
だ
。

ま
た
当
時
は
年
間
６
０
０
万
人
／
年
だ

っ
た
観
光
客
数
を
10
年
で
１
０
０
０
万

人
／
年
に
伸
ば
す
目
標
を
掲
げ
て
い
て
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
「
世
界
に
通
用
す

る
質
」
の
確
保
に
こ
う
し
た
視
点
が
不

可
欠
と
の
考
え
も
あ
っ
た
。
検
討
段
階

で
は
ハ
ワ
イ
や
カ
ナ
ダ
、
Ｅ
Ｕ
な
ど
海

外
の
事
例
を
研
究
し
、
結
果
選
ば
れ
た

の
が
現
在
の
40
項
目
（
表
２
）。
県
が
収

集
す
る
デ
ー
タ
の
他
、
項
目
に
よ
っ
て

は
国
の
調
査
等
を
活
用
し
、
年
度
ご
と

に
ま
と
め
て
発
表
し
て
い
る
。

　沖
縄
県
は
島
嶼
県
で
あ
り
、
地
域
ご

と
に
異
な
る
観
光
課
題
を
抱
え
て
い
る

た
め
、
具
体
的
な
観
光
計
画
の
主
体
は

市
町
村
。
成
果
指
標
も
ゆ
く
ゆ
く
は
市

町
村
が
独
自
で
作
成
す
る
こ
と
を
視
野

に
入
れ
て
い
る
が
、
ま
ず
県
で
基
本
と

な
る
項
目
整
理
を
行
い
、
各
項
目
の
デ

ー
タ
ソ
ー
ス
も
公
表
す
る
こ
と
で
、
市

町
村
が
独
自
の
指
標
を
作
る
際
の
モ
デ

ル
の
役
割
も
果
た
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
よ

り
一
層
観
光
の
「
質
」
が
求
め
ら
れ
る

今
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
た
め
の
指
標
が

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
次
の
一
手
を

議
論
す
る
大
き
な
助
け
に
な
る
は
ず
だ
。

表２　沖縄観光成果指標の項目
経済
1 航空旅客提供座席数
2 宿泊施設（収容人員）
3 二次交通（レンタカー・一般貸切旅客自動車車両数）
4 観光収入
5 観光客の消費単価
6 観光客の滞在日数
7 宿泊者数（人泊数）
8 客数（ＭＩＣＥ参加者）
9 客数（主要観光施設入場者）
10 季節変動（入域観光客数）
11 経済波及効果
12 雇用者数（宿泊業、飲食サービス業）
観光客
13 入域観光客数
14 外国人観光客数
15 バリアフリー対応
（沖縄県福祉のまちづくり条例適合証交付施設数）

16 外客対応（通訳案内士等登録者数）
17 接客待遇（沖縄観光タクシー乗務員資格認定者数）
18 旅行全体の満足度（国内客）
19 旅行全体の満足度（外国人客）
20 リピーター率
県民
21 県民所得
22 渋滞（昼間12時間平均旅行速度）
23 観光客比率（定住人口換算）
24 県民旅行の実施度
25 住みやすさ（定住の意向）
26 観光施策の重要度に対する意識
環境
27 最終エネルギー消費量
28 温室効果ガス排出量（二酸化炭素排出量）
29 環境認証（エコアクション21認証事業者数）
30 ビーチ（主要水浴場の水質（期間中））
31 エコツーリズム（保全利用協定の認定状況）
32 保全エリア（自然環境保全地域の指定状況）
33 景観（景観行政団体）
34 世界遺産（訪問者数）
35 文化財（国・県・市町村指定文化財件数）
36 文化・スポーツイベントの集客
マネジメント
37 県観光予算
38 市町村観光予算
39 市町村観光計画の有無
40 市町村観光協会の有無

沖
縄
県
の
観
光
成
果
指
標

達
成
度
を
測
る
指
標
が
あ
れ
ば
、
目
指
す
将
来
像
に
向
け
た
合
理
的
な
議
論
が
で
き
る
。

都
道
府
県
が「
住
民
」や「
資
源
」の
視
点
を
含
め
た
指
標
を
用
意
し
て
い
れ
ば
、

市
町
村
と
し
て
も
持
続
可
能
な
観
光
に
取
り
組
み
や
す
く
な
る
は
ず
だ
。

都
道
府
県
こ
そ
取
り
組
み
た
い
！

　

住
民
と
資
源
の
視
点
を
取
り
入
れ
た

Column
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縄
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０
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だ
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た
観
光
客
数
を
10
年
で
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０
０
０
万

人
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年
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目
標
を
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て
、

そ
の
た
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必
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な
「
世
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に
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す
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質
」
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確
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し
た
視
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不

可
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、
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事
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果
選
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が
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40
項
目
（
表
２
）。
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項
目
に
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国
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調
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等
を
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用
し
、
年
度
ご
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に
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発
表
し
て
い
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で
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、
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、
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17 接客待遇（沖縄観光タクシー乗務員資格認定者数）
18 旅行全体の満足度（国内客）
19 旅行全体の満足度（外国人客）
20 リピーター率
県民
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22 渋滞（昼間12時間平均旅行速度）
23 観光客比率（定住人口換算）
24 県民旅行の実施度
25 住みやすさ（定住の意向）
26 観光施策の重要度に対する意識
環境
27 最終エネルギー消費量
28 温室効果ガス排出量（二酸化炭素排出量）
29 環境認証（エコアクション21認証事業者数）
30 ビーチ（主要水浴場の水質（期間中））
31 エコツーリズム（保全利用協定の認定状況）
32 保全エリア（自然環境保全地域の指定状況）
33 景観（景観行政団体）
34 世界遺産（訪問者数）
35 文化財（国・県・市町村指定文化財件数）
36 文化・スポーツイベントの集客
マネジメント
37 県観光予算
38 市町村観光予算
39 市町村観光計画の有無
40 市町村観光協会の有無

沖
縄
県
の
観
光
成
果
指
標

達
成
度
を
測
る
指
標
が
あ
れ
ば
、
目
指
す
将
来
像
に
向
け
た
合
理
的
な
議
論
が
で
き
る
。

都
道
府
県
が「
住
民
」や「
資
源
」の
視
点
を
含
め
た
指
標
を
用
意
し
て
い
れ
ば
、

市
町
村
と
し
て
も
持
続
可
能
な
観
光
に
取
り
組
み
や
す
く
な
る
は
ず
だ
。

都
道
府
県
こ
そ
取
り
組
み
た
い
！

　

住
民
と
資
源
の
視
点
を
取
り
入
れ
た

Column
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住
民
が
行
政
と
直
接
対
話
し
、

自
ら
参
加
す
る
こ
と
が
効
果
的

　一
時
は
「
ベ
ル
リ
ン
は
あ
な
た
が
た
を

愛
し
て
い
な
い
」
と
い
う
ス
テ
ッ
カ
ー
を

貼
る
運
動
が
起
こ
る
ほ
ど
、
旅
行
者
に
対

す
る
一
部
住
民
の
反
感
が
募
っ
て
い
た
ベ

ル
リ
ン
。
そ
こ
で
２
０
１
８
年
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ

で
あ
るv

isit B
erlin

は
「H

IE
R

 IN
 

B
E

R
L

IN

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上

げ
、
住
民
と
旅
行
者
の
双
方
が
快
適
に
過

ご
す
た
め
の
取
り
組
み
を
始
め
た
。

　そ
の
一
つ
が
「
キ
ー
ツ
・
ツ
ア
ー
」。
キ

ー
ツ
と
は
「
区
」
よ
り
も
さ
ら
に
小
さ
い

居
住
区
の
こ
と
で
、v

isit B
erlin

の
職

員
が
自
転
車
に
乗
り
、
各
キ
ー
ツ
の
市
場

や
図
書
館
な
ど
人
の
集
ま
る
場
所
を
訪
問
、

住
民
に
対
し
て
直
接
、
観
光
に
関
す
る
意

見
を
聞
い
て
回
る
。
住
民
の
声
を
ダ
イ
レ

ク
ト
に
聞
け
る
た
め
、
問
題
を
き
め
細
か

く
把
握
で
き
、
素
早
く
対
応
で
き
る
の
は

も
ち
ろ
ん
、
問
題
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
も

で
き
る
。
ま
た
こ
の
方
法
は
、
単
に
市
民

の
実
態
を
把
握
す
る
だ
け
で
な
く
、
観
光

に
関
す
る
市
民
へ
の
啓
発
活
動
を
兼
ね
ら

れ
る
と
い
う
点
で
も
有
効
。
市
民
の
意
見

を
聞
き
取
る
一
方
で
、「
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
る
こ
と
で
雇
用
が
生
ま
れ
、
税
収

が
上
が
り
、
イ
ン
フ
ラ
等
の
整
備
が
進

む
」
と
い
う
観
光
の
恩
恵
に
つ
い
て
も
説

明
す
る
機
会
に
な
る
。
行
政
と
市
民
が
対

話
す
る
こ
と
で
、
住
民
が
観
光
へ
の
参
加

意
識
を
持
ち
、
旅
行
者
を
歓
迎
す
る
ム
ー

ド
が
生
ま
れ
て
い
る
の
だ
。

　さ
ら
に
こ
れ
と
は
別
に
２
０

１
０
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
の

が
、「
あ
な
た
の
街
を
体
験
！
」

と
い
う
、
市
民
向
け
宿
泊
プ
ロ

グ
ラ
ム
だ
。
内
容
は
、
冬
の
閑

散
期
を
利
用
し
て
、
ベ
ル
リ
ン

市
民
を
市
内
の
ホ
テ
ル
に
格
安

で
招
待
す
る
と
い
う
も
の
。

visit B
erlin

の
株
主
で
あ
る

ホ
テ
ル
連
合
の
協
力
で
実
現
し
た
も
の
で
、

宿
泊
は
も
ち
ろ
ん
ホ
テ
ル
で
の
夕
食
や
朝

食
、
ラ
イ
ブ
等
の
イ
ベ
ン
ト
も
含
め
、
地

域
住
民
が
観
光
客
の
立
場
を
体
験
で
き
る
。

　い
ず
れ
も
、
規
制
で
は
な
く
対
話
や
体

験
、
参
加
に
よ
っ
て
観
光
へ
の
意
識
醸
成

を
図
る
も
の
で
、
と
く
に
都
市
観
光
の
現

場
で
参
考
に
な
る
点
は
多
そ
う
だ
。
　

ベ
ル
リ
ン
市（
ド
イ
ツ
） ×
住
民
理
解
促
進

住
民
へ
の
直
接
聞
き
取
り
と

市
内
宿
泊
体
験
で
観
光
へ
の
理
解
を
促
す

「三方よし」の
観光地経営 

海外
事例 事例編

住
民
・
資
源
に
考
慮
し
た

「
持
続
可
能
な
観
光
」の
取
り
組
み
例

住
民
や
資
源
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
で
は
、
従
来
の
観
光
の
イ
メ
ー
ジ
を
超
え
る
内
容
も
含
ま
れ
る
。

国
内
外
の
先
進
的
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
何
を
重
視
し
、
何
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
を
見
て
い
こ
う
。

1

ベルリン ×
住民理解促進の
きっかけ
◯一部地域での観光客と
住民の軋轢

取り組みポイント
◯問題の聞き取りと啓発
を兼ねるDMO職員-住
民の直接対話

◯ベルリン観光の価値を
市民が体験できる宿泊
プログラム

8

　啓
発
の
際
の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト

は
伝
え
方
の
丁
寧
さ
。「
こ
の
場

所
に
立
ち
入
ら
な
い
で
」
の
よ
う

に
要
求
す
る
の
で
は
な
く
、
地
元

の
人
が
大
切
に
し
て
い
る
も
の
伝

統
文
化
や
受
け
継
い
で
い
る
精
神

や
想
い
を
伝
え
て
い
く
。
こ
れ
は

要
求
型
の
訴
え
よ
り
ず
っ
と
複
雑

で
、「
共
感
し
や
す
い
ス
ト
ー
リ

ー
で
語
る
こ
と
が
重
要
」
と
ハ
ワ

イ
州
観
光
局
日
本
支
局
長
の
ミ
ツ

エ
・
ヴ
ァ
ー
レ
イ
さ
ん
は
言
う
。

　発
信
す
る
際
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

ご
と
に
詳
細
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
戦
略
、
メ
デ

ィ
ア
戦
略
を
立
て
る
こ
と
も
重
要
だ
。
ビ

ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
好
き
に
は
サ
ン
ゴ
礁
に
や

さ
し
い
日
焼
け
止
め
の
使
用
を
伝
え
、
環

境
意
識
の
高
い
旅
行
者
に
は
ハ
ワ
イ
固
有

種
コ
ア
の
森
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
伝
え
る
な
ど
、
旅
行
者
の
志
向
か
ら
共

感
を
得
や
す
い
ス
ト
ー
リ
ー
を
伝
え
る
。

　ハ
ワ
イ
へ
の
旅
行
者
は
約
７
割
が
米
国

国
内
旅
行
者
で
、
日
本
（
15
％
）、
カ
ナ
ダ

（
４
％
）と
続
く
。
日
本
は
海
外
の
最
大
マ

ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
と
同
時
に
、「
自
然
を

大
切
に
す
る
意
識
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
文

化
へ
の
理
解
が
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い

る
」
と
ヴ
ァ
ー
レ
イ
さ
ん
。
日
本
の
地
域

か
ら
国
内
旅
行
者
へ
向
け
た
発
信
に
お
い

て
も
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
有
効
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

住
民
が
守
り
続
け
て
い
る

文
化
や
自
然
の
大
切
さ
を
伝
え
る

　ハ
ワ
イ
州
観
光
局
が
推
進
す
る
「
レ
ス

ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
、
旅

行
者
が
責
任
意
識
を
持
つ
こ
と
で
、
よ
り

よ
い
観
光
地
形
成
を
行
っ
て
い
く
考
え
方
。

旅
行
者
の
行
動
が
地
域
や
環
境
へ
負
荷
を

与
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
認

識
し
、
自
律
し
た
行
動
を
取
る
こ
と
啓
発

す
る
。
と
い
う
の
も
、
ハ
ワ
イ
へ
の
総
渡

航
者
数
は
２
０
１
９
年
に
１
０
０
０
万
人

／
年
を
超
え
た
が
、
８
０
０
万
人
／
年
を

超
え
た
頃
か
ら
少
し
ず
つ
問
題
が
表
面
化
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
影
響
も
あ
り
、
そ
れ
ま
で
旅
行

者
が
訪
れ
な
か
っ
た
居
住
区
域
や
聖
地
に

も
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
10
年
前
に
は
70

％
台
だ
っ
た
対
観
光
業
住
民
満
足
度
が
２

０
１
８
年
に
は
60
％
を
切
っ
た
。
住
民
が

旅
行
者
を
歓
迎
す
る
「
ア
ロ
ハ
・
ス
ピ
リ

ッ
ツ
」
は
ハ
ワ
イ
の
大
切
な
資
源
の
一
つ

だ
が
、
そ
れ
も
観
光
業
に
対
す
る
住
民
の

満
足
感
や
理
解
が
あ
っ
て
こ
そ
。
ハ
ワ
イ

州
観
光
局
が
す
ぐ
に
対
策
を
取
っ
た
の
は
、

住
民
の
暮
ら
し
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す

る
こ
と
こ
そ
が
持
続
可
能
な
観
光
業
の
礎

で
あ
り
、
観
光
を
主
要
産
業
と
す
る
地
域

と
し
て
そ
れ
を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
る
か
ら
だ
。

ハ
ワ
イ
州（
ア
メ
リ
カ
）×
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

住
民
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
伝
え
る

レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
啓
発
活
動

動画で住民が受け継
いできた文化、守り続
けている自然を分か
りやすく伝える。来年
には専用情報サイト
も公開予定だ
https://www.
allhawaii.jp

海外
事例

2

ハワイ ×
レスポンシブル
ツーリズムの
きっかけ
○観光客増と並行して起
こった住民満足度の低
下

取り組みポイント
○「〇〇するな」ではなく
「住民の守りたいこと」
として伝える

○ターゲットごとにメッセ
ージや伝え方を変える
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国
内
団
体
客
→
海
外
Ｆ
Ｉ
Ｔ
へ
の

転
換
実
績
が
地
域
の
意
識
を
変
え
た

　世
界
遺
産
、
熊
野
古
道（
登
録
名
称「
紀

伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」）を
擁
す
る
田

辺
市
。
し
か
し
５
市
町
村
合
併
の
中
心
的

存
在
で
あ
る
旧
田
辺
市
は
登
録
当
時
は
対

象
地
域
で
は
な
く
、
多
く
の
住
民
に
と
っ

て
観
光
は
縁
遠
い
産
業
だ
っ
た
。
一
方
で

世
界
遺
産
の
対
象
地
域
で
は
、
登
録
直
後

か
ら
大
量
の
団
体
客
が
押
し
寄
せ
、
生
活

の
場
を
歩
き
回
る
問
題
が
起
こ
っ
て
い
た
。

　こ
う
し
た
状
況
に
対
処
す
る
た
め
設
立

し
た
の
が
官
民
共
働
の
「
田
辺
市
熊
野
ツ

ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
以
下
、
ビ
ュ
ー

ロ
ー
）」。「
一
部
地
域
の
み
の
産
業
」か
つ

「
宗
教
色
が
濃
い
」
と
認
識
さ
れ
が
ち
だ

っ
た
熊
野
古
道
観
光
を
、「
民
」の
顔
を
持

つ
団
体
が
担
う
形
と
し
、
ど
ん
な
観
光
地

を
目
指
す
の
か
と
い
う
理
念
作
り
か
ら
着

手
し
た
。
こ
う
し
て
「
ブ
ー
ム
よ
り
ル
ー

ツ
（
文
化
へ
の
理
解
を
得
る
）」「
マ
ス
よ

り
個
人
」「
ロ
ー
イ
ン
パ
ク
ト
（
受
け
入
れ

は
少
し
ず
つ
）」な
ど
の
理
念
を
固
め
、
そ

の
実
現
に
向
け
、
外
国
人
個
人
旅
行
者
に

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
。
地
域
で
は
外
国
人

旅
行
者
を
迎
え
た
経
験
は
な
い
に
等

し
く
、
宿
泊
事
業
者
も
、
一
部
旅
館

を
除
け
ば
オ
ン
ラ
イ
ン
の
予
約
も
で

き
な
い
小
さ
な
民
宿
ば
か
り
だ
っ
た

が
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
徹
底
的
に
支
援
。

外
国
人
旅
行
者
対
応
を
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
ン
グ
形
式
で
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
、
英
語
掲
示
物
な
ど
の

案
内
用
ツ
ー
ル
を
配
付
す
る
な
ど
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
に
努
め
た
。
中
心
と
な

っ
て
活
躍
し
た
の
は
、
市
内
在
住
の

カ
ナ
ダ
人
ス
タ
ッ
フ
。
地
域
の
精
神

文
化
を
英
語
で
伝
え
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
執
筆
す
る
な
ど
、
発
信
面
で
も

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　こ
う
し
て
外
国
人
旅
行
者
が
訪
れ

る
よ
う
に
な
る
と
市
民
の
意
識
も
変

化
す
る
。「
外
国
人
が
わ
ざ
わ
ざ
訪
れ
る
土

地
」と
い
う
評
価
が
誇
り
と
な
り
、
小
中
学

校
で
の
「
熊
野
古
道
学
習
」で
若
い
世
代
に

も
共
有
さ
れ
た
。
地
域
経
済
で
は
、
歩
い
て

移
動
す
る
旅
行
者
の
た
め
大
き
な
荷
物
の

搬
送
ニ
ー
ズ
が
生
ま
れ
、
今
で
は
新
事
業

と
し
て
定
着
。
古
道
沿
い
で
は
軽
食
販
売

な
ど
が
行
わ
れ
、
地
元
農
家
の
収
入
源
に

も
な
っ
て
い
る
。
地
域
全
体
の
活
性
化
に

伴
い
、
市
外
か
ら
の
若
い
移
住
者
も
増
え
、

新
た
に
事
業
を
興
す
動
き
も
出
て
き
た
。

　ビ
ュ
ー
ロ
ー
事
務
局
長
の
小
川
雅
則
さ

ん
は
「
肝
心
だ
っ
た
の
は
、
最
初
に
決
め

た
理
念
を
ブ
レ
ず
に
実
行
し
て
き
た
こ
と

と
官
民
の
共
創
」
と
振
り
返
る
。
ま
ず
思

い
切
っ
た
施
策
で
実
績
を
挙
げ
、
そ
れ
を

市
全
体
の
誇
り
に
つ
な
げ
る
形
は
、
一
つ

の
理
想
形
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

田
辺
市（
和
歌
山
県
） ×
住
民
理
解
促
進

確
た
る
理
念
で
積
み
上
げ
た
外
国
人
誘
客
実
績
が
、

地
域
へ
の
誇
り
と
観
光
の
担
い
手
を
育
て
る

国内
事例

1

田辺市 ×
住民理解促進の
きっかけ
○世界遺産登録により団体観
光客急増、生活の場が脅かさ
れる

取り組みポイント
○目指す地域像に合わせて決
めた「理念」の貫徹

○ビューローと行政との意思疎
通（ビューロー内に市役所出
向者が常駐）により、公教育
にも観光分野を導入

10

条
例
の
存
在
自
体
が

Ｎ
Ｏ
と
い
う
後
ろ
盾
に
な
る

　今
で
こ
そ
確
か
な
ブ
ラ
ン
ド
力
を
持
つ

由
布
院
温
泉
だ
が
、「
日
本
中
に
名
前
が

広
が
っ
た
の
は
こ
こ
数
十
年
の
こ
と
」
と

由
布
市
ま
ち
づ
く
り
観
光
局
事
務
局
次
長

の
生
野
敬
嗣
さ
ん
。
近
隣
の
大
温
泉
地
と

比
べ
て
何
も
か
も
が
小
規
模
な
由
布
院
は
、

団
体
客
な
ど
呼
び
た
く
て
も
呼
べ
ず
、
そ

の
中
で
早
く
か
ら
独
自
の
あ
り
方
を
考
え

る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
。

　背
景
に
は
、
１
９
６
０
年
代
に
持
ち
上

が
っ
た
ダ
ム
建
設
と
そ
れ
に
伴
う
リ
ゾ
ー

ト
計
画
の
影
響
も
あ
っ
た
。
町
を
二
分
し

た
議
論
の
結
果
、
町
と
し
て
ダ
ム
に
沈
む

こ
と
を
拒
否
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
目
指
す

べ
き
姿
へ
の
模
索
が
始
ま
る
。
当
時
の
指

針
の
一
つ
は
、
大
正
時
代
の
林
学
博
士
、

本
多
静
六
が
残
し
た
「
由
布
院
は
森
林
公

園
の
中
に
町
が
あ
る
よ
う
な
ド
イ
ツ
の
保

養
温
泉
地
に
学
べ
」
と
い
う
言
葉
。
こ
れ

を
も
と
に
１
９
７
０
年
代
、
地
域
の
若
者

３
人
が
１
カ
月
か
け
て
欧
州
視
察
旅
行
を

行
い
、「
小
さ
な
町
が
普
通
の
生
活
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
に
人
が
訪
れ
て
い
る
」
と

い
う
、
高
度
成
長
期
の
日
本
と
は
全
く
異

な
る
姿
を
目
に
し
て
帰
っ
た
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
の
町
の
暮
ら
し
を
大
切
に

し
た
「
生
活
型
観
光
地
」
と
い
う

ス
タ
イ
ル
が
生
ま
れ
た
。
さ
ら
に

景
観
保
護
と
大
規
模
開
発
規
制
の

考
え
方
を
明
文
化
し
た
の
が
、
１

９
９
０
年
の
「
潤
い
の
あ
る
町
づ

く
り
条
例
」。バ
ブ
ル
期
に
開
発
の

波
に
さ
ら
さ
れ
た
危
機
感
も
、
条

例
の
制
定
を
後
押
し
し
た
。

　条
例
が
で
き
た
こ
と
で
、
こ
の

考
え
が
一
部
の
観
光
事
業
者
の
主

張
等
で
は
な
く
、
地
域
全
体
の
考

え
方
だ
と
示
さ
れ
た
の
は
大
き
い
。
た
だ
、

住
民
全
員
が
同
じ
理
念
を
共
有
す
る
た
め

の
努
力
は
他
に
も
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
、

視
察
に
年
齢
や
性
別
も
幅
広
い
さ
ま
ざ
ま

な
立
場
の
人
が
参
加
す
る
こ
と
。
同
時
に

同
じ
も
の
を
見
る
こ
と
は
、
葛
藤
も
生
む

が
、
目
線
を
揃
え
る
の
に
は
劇
的
に
効
く
。

過
去
に
は「
視
て
来
る
運
動
」と
し
て
、
住

民
を
公
費
で
国
内
外
の
視
察
に
派
遣
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
。

　そ
れ
で
も
、
現
在
の
罰
則
を
伴
わ
な
い

条
例
だ
け
で
は
意
に
沿
わ
な
い
開
発
も
起

こ
り
う
る
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、
今

後
は
条
例
の
改
正
や
、
地
元
と
開
発
事
業

者
を
調
整
す
る
第
三
者
機
関
の
存
在
も
必

要
だ
と
生
野
さ
ん
は
言
う
。「
全
国
一
律

の
ル
ー
ル
で
観
光
開
発
を
行
え
ば
、
同
じ

も
の
し
か
生
ま
れ
な
い
わ
け
で
す
か
ら
」

由
布
市（
大
分
県
） ×
景
観
保
護

大
規
模
開
発
を
制
限
す
る
条
例
を
軸
に

住
民
も
視
察
に
行
っ
て
目
線
を
揃
え
る

国内
事例

2

由布市 ×
景観保護の
きっかけ
○近隣の大観光地とは違う個
性を必要としていた

取り組みポイント
○海外視察には住民も派遣。官
民・老若男女で目線を合わせ
る

○地域を区切って大規模開発を
制限する条例を制定

由布院の中心部に位
置する「湯の坪街道」。
主役は個人商店で、背
の高い建物やチェーン
店の看板のない町並み
が保たれている
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「
観
光
快
適
度
」情
報
の
提
供
で

旅
行
者
の
移
動
を
狙
う

　京
都
市
で
は
２
０
１
９
年
11
月
、「
市

民
生
活
と
の
調
和
を
最
重
要
視
し
た
持
続

可
能
な
観
光
都
市
」
の
実
現
に
向
け
、
基

本
指
針
と
具
体
的
方
策
に
つ
い
て
の
取
り

ま
と
め
を
発
表
。
そ
の
主
要
４
課
題
の
う

ち
の
一
つ
が
「
観
光
地
の
混
雑
対
策
」だ
。

　そ
の
一
環
と
し
て
２
０
１
９
年
度
に

「
観
光
快
適
度
の
見
え
る
化
に
よ
る
分
散

化
」
事
業
を
開
始
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

位
置
情
報
等
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
も
と
に
、

京
都
市
内
の
混
雑
状
況
を
予
測
し
、
京
都

観
光
公
式
サ
イ
ト
『
京
都
観
光
Ｎ
ａ
ｖ

ｉ
』内
で
「
観
光
快
適
度
」と
し
て
表
示
す

る
取
り
組
み
だ
。

　さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
状
況
の
変

化
を
受
け
、
今
年
の
１
１
月
に
は
ペ
ー
ジ

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト

に
つ
い
て
は
、
観
光
快
適
度
の
表
示
だ
け

で
は
な
く
、
新
た
に
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
映
像

に
よ
る
混
雑
状
況
の
発
信
を
始
め
る
（
設

置
完
了
箇
所
か
ら
順
次
開
始
）。
コ
ロ
ナ

禍
で
混
雑
状
況
の
予
測
が
難
し
い
中
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
を
加
え
る
こ
と
で
、

観
光
客
に
混
雑
を
避
け
て
も
ら
う
た
め
の

工
夫
だ
。

　同
じ
ペ
ー
ジ
で
は
、
人
気
観
光
ス
ポ
ッ

ト
が
混
雑
し
て
い
る
時
間
帯
に
お
す
す
め

の
、
比
較
的
空
い
て
い
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
情
報
を
掲
載
。
訪
問
時
間
を
分
散
化
さ

せ
る
こ
と
で
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
混
雑

緩
和
を
図
る
と
と
も
に
、
観
光
客
の
来
訪

が
望
ま
れ
る
場
所
へ
の
誘
客
を
進
め
る
。

　「
大
切
な
の
は『
混
雑
し
て
い
る
か
ら
行

く
な
』で
は
な
く『
空
い
て
い
る
と
こ
ろ
に

行
っ
て
ほ
し
い
』と
い
う
伝
え
方
」と
語
る

の
は
、
本
事
業
を
担
当
す
る
京
都
市
観
光

さ
ん
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
室
担
当
係
長
の
中
窪

千
裕
さ
ん
。
こ
の
発
想
が
あ
れ
ば
、「
混
雑

表
示
す
る
と
来
て
も
ら
え
な
い
」
と
難
色

を
示
す
観
光
事
業
者
に
、「
逆
に
空
い
て
い

る
と
き
に
お
客
さ
ん
の
流
れ
を
作
れ
る
」

と
理
解
を
得
る
こ
と
も
可
能
だ
。

分
散
へ
の
取
り
組
み
が

「
密
を
避
け
る
」役
割
も
果
た
す

　京
都
市
は
、
こ
れ
ま
で「
時
期
」「
時
間
」

「
場
所
」
の
３
つ
の
観
点
か
ら
観
光
客
の

分
散
化
に
関
す
る
様
々
な
施
策
を
展
開
し

て
き
た
。「
時
期
」と「
時
間
」の
分
散
化
の

取
組
と
し
て
、
閑
散
期
の
12
月
と
３
月
に

実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
『
京
都
・
花
灯
路
』は

２
０
０
３
年
、
８
月
（
旧
暦
の
七
夕
）に
開

催
す
る
『
京
の
七
夕
』
は
２
０
１
０
年
に

京
都
市（
京
都
府
） ×
混
雑
緩
和

観
光
事
業
者
に
も
住
民
に
も
理
解
さ
れ
や
す
い

「
空
い
て
い
る
場
所
へ
の
誘
導
」と
い
う
発
想

国内
事例

3
11月にリニューアルした「京都観光快適度マッ
プ」。日付や時間帯を選ぶとエリアごとに予測
混雑度が表示される

12

開
始
。
こ
れ
ら
の
積
み
重
ね
で
２
０
０
３

年
に
は
３
．
６
倍
だ
っ
た
月
別
の
繁
閑
差

が
２
０
１
９
年
に
は
１
．
３
倍
に
縮
小
す

る
な
ど
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
さ
ら
に

「
時
間
」の
分
散
化
で
は
、
２
０
１
４
年
に

『
朝
観
光
』、
２
０
１
８
年
に
『
夜
観
光
』を

ス
タ
ー
ト
し
、「
場
所
」の
分
散
化
と
し
て
、

市
内
周
辺
エ
リ
ア
の
魅
力
的
な
情
報
を
発

信
す
る
こ
と
で
周
遊
を
促
す
「
と
っ
て
お

き
の
京
都
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
２
０
１
８

年
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

 

　『
京
都
・
花
灯
路
』は
紅
葉
後
の
嵯
峨
・

嵐
山
、
桜
の
前
の
東
山
を
舞
台
に
、
行
灯

の
「
灯
り
」
や
い
け
ば
な
作
品
の
「
花
」
に

よ
り
、
幻
想
的
に
演
出
さ
れ
た
散
策
路
を

回
遊
す
る
こ
と
が
で
き
る
夜
の
イ
ベ
ン
ト
。

『
京
の
七
夕
』で
は
、
市
内
の
複
数
の
エ
リ

ア
で
、
各
地
域
の
特
性
を
活
か
し
、「
願

い
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
企
画
を
実
施
す
る
。

旅
行
者
に
と
っ
て
は
、
京
都
の
夜
の
魅
力

を
体
験
で
き
、
日
常
の
中
に
今
も
色
濃
く

息
づ
く
京
の
伝
統
文
化
・
生
活
習
慣
な
ど

を
知
る
機
会
に
も
な
る
。
い
ず
れ
も
、
行

政
や
観
光
協
会
、
商
工
会
議
所
の
ほ
か
、

仏
教
会
や
地
域
の
関
係
団
体
に
よ
る
オ
ー

ル
京
都
で
の
実
施
体
制
も
特
徴
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
。

　

 『
朝
観
光
』は
、早
朝
に
し
か
体
験
で
き

な
い
京
都
の
魅
力
に
着
目
し
、
市
が
観
光

協
会
と
共
に
推
進
し
て
き
た
取
り
組
み
。

例
え
ば
、
拝
観
前
の
時
間
に
少
人
数
で
ゆ

っ
く
り
と
庭
園
等
を
鑑
賞
で
き
る
プ
ラ
ン

等
は
、
僧
侶
に
よ
る
解
説
や
朝
食
の
提
供

な
ど
付
加
価
値
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、

参
加
者
の
満
足
度
も
高
い
。
Ｐ
Ｒ
も
含
め
、

地
道
な
取
り
組
み
を
続
け
る
こ
と
で
、
メ

デ
ィ
ア
や
鉄
道
会
社
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

も
取
り
入
れ
ら
れ
る
な
ど
、
民
間
に
も
定

着
し
は
じ
め
て
い
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
旅
行
者
の
動
き
は
大
き
く

変
わ
っ
た
が
、
分
散
対
策
自
体
は
「
密
を

避
け
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
も
有
効
だ
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
ベ
ー
ス
に
リ
ア

ル
タ
イ
ム
の
混
雑
情
報
発
信
や
予
約
制
の

導
入
な
ど
サ
ー
ビ
ス
を
進
化
さ
せ
、
住
民

の
理
解
を
得
な
が
ら
観
光
の
復
活
を
目
指

す
切
り
札
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

京都市 ×
混雑対策の
きっかけ
○訪日客等の急増で問題が多発
し、市民の懸念が高まったた
め、市として基本指針を発表

取り組みポイント
◯Webで混雑情報を発信し「空
いている場所への誘導」を試
みる

○季節、場所、時間で分散
◯イベントはオール京都で実
施。こまめに施策を見直し
住民には対面で説明

考察
とーりま かし 的

　ハワイ州観光局日本支局長のミツ
エ・ヴァ―レイ氏が言うには、レスポ
ンシブルツーリズムを実現するためには、
まず地域住民が自分たちの地域や文
化にプライドを持つことが前提なのだ
そうだ。確かに住民が大切にしている
ものが明確でなければ、旅行者に協力
を仰ぐことはできない。
　実は随分昔から、観光の理想の姿は
「親戚や知人が自分の住む土地に遊び
にやって来る時のもてなし」だと思って
いたのだが、その理由がこれまでうま
く説明できずにいた。多くの観光地が
友人を迎えるように旅行者に対応でき
れば、今よりもっと良い旅行が増える
はずなのだが、なぜそれができないの
だろう。旅行者は所詮他人だから？お
客を敬いすぎる日本の文化、またコロ
ナ禍でたまに目にした「客に来させなけ
れば」という表現にも表れているが、逆
にお客を下に見る商習慣。今回の研究
を通して、ようやくその謎が解けたので
ある。それは立場の「対等性」にあるの
だ。日本では金銭的なやり取りが発生
するため、どうしても客を上位に考えが
ちだし、地域、特に地方部は都市部と
の比較で自地域に対するコンプレック
スが強い。誰かが上位になるというこ
とは、誰かが下位になる。日本では住
民と、そして地域が、旅行者と比べて
下位になりやすい構造になっている。
　三方よしの観光は、旅行者と地域、
そして住民の３者が対等な関係が築け
てこそ初めてスタートラインに立つこと
ができる。長い歴史で根付いたコンプ
レックスを解消するのは困難を伴うが、
地域を持続させるためにも、観光で地
域が自信と誇りを取り戻し、このコン
プレックスが解消できるなら、一石二
鳥ところが、三鳥くらいいくのではない
だろうか。

“三方よし”の実現には
“三方対等”が条件となる

じゃらんリサーチセンター　
研究員

森戸香奈子
「じゃらん宿泊旅行調査」など
調査を主に研究を担当。　

『京都・花灯路』の一環として行われる嵐山・渡月橋のライト
アップ。京都の夜の魅力づくりに役立っている

『朝夜観光』情報も京都観光Navi内で提供。予約制のイベ
ントなら「密」の回避にも役立つ
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　砂
浜
に
優
雅
に
並
ん
だ
タ
ー
プ
や
チ
ェ

ア
。
ま
る
で
南
国
の
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
の

よ
う
な
風
景
が
広
が
る
。
こ
こ
は
茨
城
県

屈
指
の
海
水
浴
場
、
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ
。

タ
ー
プ
や
チ
ェ
ア
の
正
体
は
「
砂
浜
図
書

館
」だ
。

　例
年
通
り
で
あ
れ
ば
海
水
浴
場
に
な
っ

て
い
る
は
ず
だ
っ
た
。
た
だ
し
近
年
は
海

旅行ロスを埋める
マイクロツーリズム、
想定外のお化け屋敷、

“文豪の缶詰”を体験できる
老舗旅館…

３
密
回
避

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

第
１
部

砂
浜
に
、図
書
館
あ
ら
わ
る
!?

日
常
生
活
も
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
、
3
密
回
避
が
前
提
に
進
ん
で
い
く
コ
ロ
ナ
禍
。

す
べ
て
こ
れ
ま
で
通
り
に
い
く
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
で
も
、
こ
れ
っ
て
ピ
ン
チ
？
い
や
、
チ
ャ
ン
ス
！

3
密
回
避
を
逆
手
に
取
れ
ば
思
い
も
し
な
か
っ
た
ア
イ
デ
ア
で
乗
り
切
っ
て
い
け
る
は
ず
。

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
へ
の
見
事
な
昇
華
事
例
を
ご
覧
あ
れ
。

固
定
観
念
を
う
ち
捨
て
て
意
外
な
場
所
を
活
用
せ
よ

こ
こ
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
、
と
思
い
が
ち
だ
け
ど
そ
れ
っ
て
本
当
？
意
外
性
と
は
新
鮮
な
も
の
。

そ
し
て
そ
れ
が
非
日
常
感
の
演
出
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
は
ず
。

写
真
／
清
水
知
成
（
Ｐ
22
〜
Ｐ
23
）　
イ
ラ
ス
ト
／
う
よ
高
山

水
浴
が
下
火
傾
向
か
つ
酷
暑
と
い
う
こ
と

で
、
大
洗
観
光
協
会
で
は
ビ
ー
チ
の
新
た

な
活
用
法
を
模
索
。
人
出
の
多
い
潮
干
狩

り
時
期
に
モ
ニ
タ
ー
事
業
を
予
定
し
て
い

た
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
で
見
送
り
に
な
り
、

海
水
浴
場
自
体
も
中
止
に
。
メ
ン
バ
ー
が

6
月
頭
に
集
ま
り
出
た
ア
イ
デ
ア
が
、
こ

の
砂
浜
図
書
館
。
タ
ー
プ
10
張
、
パ
ラ
ソ

ル
10
本
に
イ
ス
を
2
脚
ず
つ
。
消
毒
や
利

用
者
登
録
を
済
ま
せ
て
か
ら
利
用
で
き
る

シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。
本
は
購
入
や

寄
贈
な
ど
に
よ
り
約
１
０
０
０
冊
を
用
意
。

自
分
の
本
を
持
ち
込
む
の
も
O
K
だ
。

　利
用
者
は
大
洗
や
水
戸
な
ど
県
央
地
域

が
多
く
、
23
日
間
で
延
べ
１
５
０
０
人
が

利
用
。
保
育
園
帰
り
に
寄
っ
て
海
と
本
を

楽
し
む
親
子
連
れ
や
、
海
に
は
行
き
た
い

が
海
水
浴
を
遠
ざ
け
て
い
た
人
、
中
に
は

20
数
年
ぶ
り
に
海
に
来
た
と
い
う
人
も
。

15
時
過
ぎ
か
ら
ぼ
ち
ぼ
ち
集
ま
り
だ
し
、

一
気
に
席
が
埋
ま
っ
て
い
く
。
平
均
滞
在

時
間
は
１
時
間
〜
２
時
間
半
。
地
域
の

人
々
に
と
っ
て
は
今
ま
で
と
は
ま
っ
た
く

違
う
、
地
元
の
夏
の
海
を
体
験
で
き
る
機

会
と
な
っ
た
。
継
続
開
催
を
望
む
声
が
多

く
、
10
月
に
第
２
回
を
実
施
。
夜
イ
ベ
ン

ト
も
開
催
す
る
な
ど
、
宿
泊
も
視
野
に
入

れ
た
内
容
と
な
っ
た
。

砂浜図書館  
大洗観光協会（茨城県）
第１回  8／1（土）〜23（日） 15時〜18時

第２回 10／31（土）〜11／15（日） 11時〜15時
・夜の砂浜図書館  10／31〜11／14の土日祝
　16時30分〜19時30分
・スカイランタン  11／7（土）・14（土）
　16時30分〜19時
・キャンドルナイト  11／1（日）・3（祝）・8（日）
　16時30分〜19時30分

戸外にいるのに、目に入るのは海と本だけ
（写真提供／（一社）大洗観光協会）
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上／バリテイストのホテルの中に
ミニ体育館があるとは  
右／ファミリー向けの部屋もある

シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
に
ミ
ニ
体
育
館
!?

親
子
で
運
動
会
も
!?

あ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
を
、自
宅
で
!?

　集
客
が
ま
ま
な
ら
な
い
時
期
が
続
き
、

宿
泊
施
設
で
は
空
い
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
を

使
っ
た
取
り
組
み
が
多
く
見
ら
れ
た
。
部

屋
食
の
た
め
に
も
う
ひ
と
部
屋
用
意
し
た

り
、
大
露
天
風
呂
を
貸
切
に
し
て
み
た
り
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
島
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
し
た
ホ
テ
ル
バ
リ
タ
ワ
ー
大
阪
天
王
寺

に
登
場
し
た
の
は
「
貸
切
ミ
ニ
体
育
館
」。

結
婚
式
や
企
業
パ
ー
テ
ィ
ー
を
催
す
宴
会

場
を
、
小
学
校
低
学
年
く
ら
い
ま
で
を
対

象
と
し
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
に
２
時
間
単

位
で
貸
切
で
開
放
。
綱
引
き
、
紅
白
玉
入

れ
、
キ
ッ
ズ
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
、
サ
ッ
カ
ー
、

卓
球
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
多
彩
な

設
備
と
ア
イ
テ
ム
が
揃
っ
て
お
り
、
床
に

は
徒
競
走
用
の
10
ｍ
ラ
イ
ン
の
テ
ー
プ
も
。

か
つ
て
な
い
試
み
だ
っ
た
が
、
ま
ず
は
や

っ
て
み
よ
う
と
５
月
始
め
頃
か
ら
稼
働
。

反
響
は
次
第
に
大
き
く
な
り
、
シ
ル
バ
ー

ウ
ィ
ー
ク
は
１
日
平
均
３
〜
４
組
が
利
用

し
た
（
利
用
は
１
日
最
大
４
組
ま
で
）。
外

出
自
粛
の
時
期
が
終
わ
っ
て
も
、
学
校
行

事
や
イ
ベ
ン
ト
等
は
中
止
ま
た
は
縮
小
傾

向
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
周
囲
に
気
兼
ね

を
せ
ず
に
小
さ
な
子
ど
も
が
思
い
っ
き
り

体
を
動
か
せ
る
場
所
は
貴
重
。
し
か
も
通

常
は
、
走
ら
な
い
、
騒
が
な
い
と
心
が
け

て
滞
在
す
る
ホ
テ
ル
内
で
、
ミ
ニ
運
動
会

を
体
験
で
き
て
し
ま
う
の
だ
。
好
評
の
た

め
、
当
面
続
け
る
予
定
と
い
う
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
一
気
に
普
及
し
、
進
化
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
化
。
会
議
、
観
光
、
飲
み

会
、
ラ
イ
ブ
鑑
賞
な
ど
、
今
で
は
あ
ら
ゆ

る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
収
束
後
も
、
リ
ア
ル
と
と
も
に
ダ
ブ

ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い

る
オ
ン
ラ
イ
ン
。
最
初
は
無
料
か
ら
始
ま

り
、
有
料
配
信
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
音
楽
ラ
イ
ブ
。
こ
れ
ま
で
の
ラ
イ
ブ
に

は
な
い
プ
レ
ミ
ア
ム
感
を
出
し
た
の
が
、

コ
ン
サ
ー
ト
制
作
会
社
エ
ニ
ー
と
、
プ
レ

イ
ガ
イ
ド
の
イ
ー
プ
ラ
ス
に
よ
る
「
T
S
U

K
E
M
E
N 

は
じ
め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン

デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー 『
お
も
て
な
し
』」だ
。

　W
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
＆
ピ
ア
ノ
に
よ
る
３

人
組
ユ
ニ
ッ
ト
「
T
S
U
K
E
M
E
N
」

の
ラ
イ
ブ
を
、
名
門
ホ
テ
ル
の
デ
ィ
ナ
ー

を
味
わ
い
な
が
ら
楽
し
め
る
。
た
だ
配
信

す
る
だ
け
で
は
面
白
く
な
い
、
ど
こ
も
や

っ
て
い
な
い
こ
と
を
、
と
い
う
こ
と
で
生

ま
れ
た
企
画
。
事
前
に
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ

ト
や
デ
ィ
ナ
ー
セ
ッ
ト
が
到
着
。
当
日
は
、

T
S
U
K
E
M
E
N
に
よ
る
特
別
調
理
映

像
を
見
な
が
ら
デ
ィ
ナ
ー
を
準
備
。
時
間

に
な
っ
た
ら
料
理
と
お
酒
な
ど
を
味
わ
い
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
ラ
イ
ブ
を
鑑
賞
す

る
。
リ
ア
ル
な
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
と
は
違

い
、
食
事
と
ラ
イ
ブ
の
時
間
が
き
っ
ち
り

分
か
れ
て
い
な
い
の
も
好
評
の
理
由
と
い

う
。
自
粛
に
よ
り
厳
し
い
期
間
が
続
い
た

ホ
テ
ル
側
に
と
っ
て
も
う
れ
し
い
企
画
。

料
理
の
内
容
を
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ラ
イ
ブ

の
テ
イ
ス
ト
に
合
わ
せ
る
な
ど
、
さ
ら
な

る
展
開
が
期
待
で
き
そ
う
だ
。

親子で運動会♪
ミニ体育館貸切付き
ファミリープラン 
ホテルバリタワー大阪天王寺
（大阪府）

宿泊とセットになったプランの他、
ミニ体育館のみの貸出もあり。間
は１時間空けて消毒、整頓を行う。
11月時点で貸切時間を１時間とし、
１日最大５組に変更

TSUKEMEN はじめての
オンラインディナーショー 「おもてなし」 
主催：エニー
７／12（日）19時〜
当日までに案内状、直筆サイン入りオリジナルランチ
ョンマット、ディナーセット（冷凍）が到着。視聴券の
みも販売

TSUKEMENの特別調理映像が観られるのは自宅
でオンラインならでは
名門ホテルのデ
ィナーセット（写
真はイメージ。付
け合わせ野菜と
ワインは含まれ
ない）

15 December  2020
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コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た

３
密
回
避
の
お
化
け
屋
敷

　テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
イ
ベ
ン
ト
や
季
節
行

事
な
ど
が
次
々
と
中
止
に
な
っ
た
今
年
。

都
内
で
開
催
さ
れ
た
３
密
回
避
対
策
を
徹

底
し
た
２
つ
の
ホ
ラ
ー
イ
ベ
ン
ト
が
話
題

を
呼
ん
だ
。
そ
れ
が
７
月
の
「
ド
ラ
イ
ブ

イ
ン
お
化
け
屋
敷
」と
８
月
の
「
絶
叫
棺

桶
」。「
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
お
化
け
屋
敷
」の

舞
台
は
都
内
某
所
の
ビ
ル
１
階
の
ガ
レ
ー

ジ
。
車
が
入
る
と
庫
内
は
暗
闇
に
。
や
が

て
ゾ
ン
ビ
た
ち
が
現
れ
、
車
内
に
い
な
が

ら
“
逃
げ
ら
れ
な
い
恐
怖
”を
体
験
す
る

と
い
う
も
の
。「
絶
叫
棺
桶
」は
、
棺
桶
に

入
る
と
蓋
に
設
け
ら
れ
た
ガ
ラ
ス
窓
越
し

に
迫
る
恐
怖
。
身
を
よ
じ
る
ほ
ど
の
恐
ろ

し
さ
だ
が
、
棺
桶
の
中
で
は
、
本
当
に
よ

じ
る
の
が
せ
い
ぜ
い
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。

包
み
こ
む
よ
う
な
恐
怖
を
動
け
ず
、
逃
げ

ら
れ
ず
体
験
す
る
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ

も
、
仕
掛
け
た
の
は
ホ
ラ
ー
イ
ベ
ン
ト
を

手
が
け
る
会
社
、「
怖
が
ら
せ
隊
」だ
。

国
内
外
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ

秋
に
は
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
の
開
催
へ

 

「
ホ
ラ
ー
イ
ベ
ン
ト
の
仕
事
は
８
月
〜
10

月
頃
が
か
き
入
れ
時
に
な
り
ま
す
が
、
３

月
、
４
月
の
時
点
で
８
割
〜
９
割
の
仕
事

が
飛
ぶ
こ
と
が
決
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
こ

で
対
コ
ロ
ナ
の
ホ
ラ
ー
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
開
発
す
る
こ
と
に
し
て
、
２
週
間
ぐ
ら

い
で
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
お
化
け
屋
敷
を
作
り

ま
し
た
。
海
外
の
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上

げ
ら
れ
、
次
回
開
催
の
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち

が
１
６
０
０
件
。
現
在
（
９
月
時
点
）も
増

え
続
け
て
い
ま
す
（
怖
が
ら
せ
隊

　今
出

彩
賀
さ
ん
。
以
下
同
）」。
こ
れ
ま
で
は
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
依
頼
を
受
け
制
作
し
て

き
た
が
、
今
回
は
自
分
た
ち
で
場
所
も
探

し
、
ｎ
ｅ
ｔ
で
告
知
し
て
集
客
。
絶
叫
棺

桶
は
、
海
外
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
が
来
な
い

た
め
閉
鎖
し
て
い
た
高
速
バ
ス
の
ラ
ウ
ン

ジ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
２
つ
と

も
期
間
限
定
に
加
え
て
、
個
々
で
体
験
し
、

1
回
の
利
用
ご
と
に
消
毒
を
行
う
た
め
1

日
の
利
用
件
数
が
限
定
さ
れ
る
。
こ
れ
だ

け
で
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
る
の
は
正
直
難

し
い
。
し
か
し
こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
の
３
密

回
避
条
件
を
活
か
せ
ば
こ
ん
な
ア
イ
デ
ア

が
あ
る
と
い
う
、
怖
が
ら
せ
隊
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
な
の
だ
。 

「
こ
の
２
つ
の
仕
掛

け
が
話
題
と
な
っ
た
こ
と
で
、
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
時
期
に
ラ
グ
ー
ナ
テ
ン
ボ
ス
で
ホ
ラ
ー

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
」。

　ラ
グ
ー
ナ
テ
ン
ボ
ス
の
「w

ith

コ
ロ
ナ 

ホ
ラ
ー
フ
ェ
ス
２
０
２
０
」で
は
、「
絶
叫

棺
桶
」と
２
つ
の
新
作
を
展
開
。「
憑
き
ぐ

る
み
ミ
ミ
ち
ゃ
ん
の
祟
り
」は
ラ
グ
ー
ナ

テ
ン
ボ
ス
の
人
気
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
マ

ジ
カ
ル
パ
ウ
ダ
ー
」が
一
変
、
恐
ろ
し
い
着

ぐ
る
み
が
出
現
す
る
ホ
ラ
ー
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
に
変
貌
。「
戦
慄
！
ト
イ
レ
の
花
子

さ
ん
」は
本
物
の
ト
イ
レ
を
丸
ご
と
使
っ

た
お
化
け
屋
敷
で
、
ひ
と
り
ず
つ
ト
イ
レ

の
個
室
に
入
り
、
都
市
伝
説
「
花
子
さ
ん
」

の
世
界
を
体
感
す
る
と
い
う
も
の
だ
。

 

「
今
年
取
り
や
め
に
な
っ
た
ホ
ラ
ー
イ
ベ

ン
ト
は
多
数
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
成
功

す
れ
ば
、
ホ
ラ
ー
イ
ベ
ン
ト
業
界
に
命
を

吹
き
込
め
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

ガ
レ
ー
ジ
、棺
桶
、ト
イ
レ
の
個
室
…

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
お
化
け
屋
敷
!?

●ドライブインお化け屋敷
７／４（土）・５（日）・18（土）・
19（日）・25（土）・26（日）
●絶叫棺桶
８／２２（土）・23（日）
●withコロナ ホラーフェス2020／
ラグーナテンボス（愛知県）　　
10/3（土） 〜12/6（日）

仕掛け人はこの２人！
㈱怖がらせ隊 社長 今出彩賀さん（右）、
お化け屋敷プロデューサー　岩名謙
太さん（左）
アイデアを考える岩名さんと、実現す
る今出さん。一見難しそうに見える
場所にも、スペースを最大限に活かし
たホラーな空間を作り出していく二人
三脚チーム

第
１
部

固
定
観
念
を
う
ち
捨
て
て
意
外
な
場
所
を
活
用
せ
よ

密がネックになるなら、そ
れらをすべてクリアしてし
まえば問題ない。車を持っ
ていなくても、用意された
車を利用することができる

棺桶は2人用もある。間に遮るものがあるので、
ギリギリまで接近、そして逃げることができない

ドライブインお化
け屋敷で貸し出し
た車は、内部も含
めて毎回消毒

withコロナ　ホラーフェス2020では
３つのホラーアトラクションと、キャラ
クターならぬ幽霊たちが日没後の園
内を徘徊する「ゴーストグリーティン
グ」を実施。離れて見ても怖そうだ

ドライブイン
お化け屋敷

絶叫棺桶

消毒も
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数
あ
る
ホ
テ
ル
の
ブ
ッ
フ
ェ
の
中
で
も
、

人
気
店
と
し
て
知
ら
れ
る
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
の
「
リ
ュ
ク
ス 

ダ
イ
ニ
ン
グ 

ハ
プ
ナ
」。

３
月
３
日
に
は
営
業
を
休
止
し
、
こ
れ
ま
で

の
ブ
ッ
フ
ェ
と
は
全
く
異
な
る
営
業
形
態
で

７
月
よ
り
再
開
し
た
。
休
業
期
間
中
に
は
多

く
の
リ
ピ
ー
タ
ー
か
ら
再
開
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ブ
ッ
フ
ェ
ス

タ
イ
ル
を
継
続
す
る
こ
と
も
検
討
し
た
が
、

カ
ス
タ
マ
ー
に
安
心
、
安
全
を
提
供
し
、
楽

し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
大
切
と
、
ワ
ゴ
ン
サ

ー
ビ
ス
と
テ
ー
ブ
ル
サ
ー
ビ
ス
（
オ
ー
ダ
ー

ブ
ッ
フ
ェ
）を
併
用
す
る
方
式
に
切
り
替
え

る
こ
と
に
な
っ
た
。
席
数
を
４
０
３
席
か
ら

２
７
０
席
に
減
ら
し
、
テ
ー
ブ
ル
間
を
最
低

１
ｍ
は
空
け
て
い
る
。
ド
リ
ン
ク
も
再
開
当

初
は
ス
タ
ッ
フ
が
提
供
し
て
い
た
が
、
ド
リ

ン
ク
コ
ー
ナ
ー
を
４
カ
所
に
設
置
す
る
こ
と

で
密
が
避
け
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
自
分

で
取
り
に
行
く
方
式
に
変
更
し
て
い
る
。
テ

ー
ブ
ル
間
を
回
る
便
利
な
ワ
ゴ
ン
サ
ー
ビ
ス

が
大
き
な
特
徴
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
足
り

な
い
。
ブ
ッ
フ
ェ
の
よ
う
に
、
今
食
べ
た
い

と
い
う
欲
求
を
満
た
す
役
割
を
果
た
し
て
い

る
の
が
、
客
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
声
を
か
け
ら

れ
る
テ
ー
ブ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
。

　
緊
急
事
態
宣
言
の
時
期
に
こ
れ
ま
で
提
供
し
て

い
た
デ
ィ
ナ
ー
バ
イ
キ
ン
グ
を
取
り
や
め
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
向
け
の
夕
食
と
し
て
登
場
し
た
の
が
手
巻

き
寿
司
御
膳
。
館
内
に
は
和
食
や
鉄
板
焼
の
食
事

処
が
あ
る
が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
は
バ
イ
キ
ン
グ
を

利
用
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
親
子
で
わ
い
わ

い
楽
し
め
る
夕
食
と
い
う
テ
ー
マ
で
発
案
さ
れ
た
。

確
か
に
ホ
テ
ル
で
寿
司
と
な
れ
ば
高
級
感
に
臆
す

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
セ
ル
フ
で
楽
し
め
る
手
巻

き
寿
司
な
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
ぐ
っ
と
気
楽
。
食
べ

放
題
で
は
な
い
が
、「
好
き
な
も
の
を
自
分
で
」、

と
い
う
バ
イ
キ
ン
グ
感
も
満
喫
で
き
る
の
が
い

い
。
し
か
も
ネ
タ
に
は
Ａ
５
等
級
の
飛
騨
牛
や
朴

葉
味
噌
な
ど
の
ご
当
地
素
材
も
。
ち
な
み
に
飛
騨

牛
の
地
元
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
自
宅
の
手
巻
き
寿

司
に
飛
騨
牛
が
で
て
く
る
の
が
当
た
り
前
、
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
そ
う
だ
。
ま
さ
に
ホ
テ
ル
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
メ
ニ
ュ
ー
。
ネ
タ
を
お
つ
ま
み
と
し
て

食
べ
る
大
人
も
い
た
り
、
楽
し
み
方
も
自
由
。
珍

し
さ
も
あ
り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
以
外
か
ら
も
好
評
を

得
た
。

　
食
べ
放
題
と
し
て
は
、
朝
食
に
て
、
料
理
が

個
々
盛
り
で
用
意
さ
れ
て
い
る
新
ス
タ
イ
ル
ブ
ッ

フ
ェ「
コ
コ
パ
レ
ッ
ト
」が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

●品川プリンスホテル   リュクス ダイニング ハプナ
7／15（水）より営業再開。10月現在、デイナータイムのみ
営業
・スペシャリテ（テーブルサービス）
料理長 “スペシャリテ”（1人1皿限定）、アミューズ、国産牛
のローストビーフ オニオンソース、茹で蟹など
・ワゴンサービス
オードブル、西洋料理、中国料理、日本料理、スイーツ＆
パンなど

上／テーブル間がしっかり空い
た店内　右／ワゴン一例

宿
の
強
力
コ
ン
テ
ン
ツ

　
　

バ
イ
キ
ン
グ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？

ご
当
地
ブ
ラ
ン
ド
牛
も
ネ
タ
に
入
っ
た

手
巻
き
寿
司
プ
ラ
ン
が
登
場

ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
高
山
リ
ゾ
ー
ト
（
岐
阜
県
）

ワ
ゴ
ン
と
テ
ー
ブ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
併
用
し

食
べ
た
い
も
の
を
食
べ
た
い
時
に

品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

　リ
ュ
ク
ス 

ダ
イ
ニ
ン
グ 

ハ
プ
ナ
（
東
京
都
）

好
き
な
も
の
を
自
分
で
好
き
な
だ
け
選
べ
る
こ
と
が
そ
の
醍
醐
味
だ
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
は
取
り
や
め
や
縮
小
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
数
。

宿
選
び
の
決
め
手
の
ひ
と
つ
で
あ
る
だ
け
に
、
カ
ス
タ
マ
ー
の
満
足
感
を
損
な
わ
な
い
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

●ホテルアソシア高山リゾート
「A5等級飛騨牛付き みんなでわいわい手巻き寿司プラン」 
A5等級飛騨牛炙り焼き、飛騨牛朴葉味噌、飛騨法連草、サ
ーモン、エビ、烏賊、酢飯（飛騨産コシヒカリ）ほか。館内の
和食店で、食事のみでも提供（夕食）。10月末まで実施

上・下／食べ放題ではなくともイベント感が出るのが手巻き
寿司の魅力
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おひとりさま十則 
with コロナ三則とは
おひとりさま十則
○周りの目を気にせず、純粋に水族館を楽しむべし
○私語は極力控えるべし
○ナンパ・迷惑行為は厳禁。指定場所（フードコー

ト）以外での交流を慎むべし
○迷惑行為を目撃した際は即刻スタッフに通報す

るべし
○写真撮影などで水槽の長時間独占を慎むべし
○スタッフは挨拶のみ。ご案内なきものと思うべし
○知人と来館しても館内では別行動するべし
○ＳＮＳでの交流はＯＫ。どんどん拡散するべし
○水族館の楽しみ方は人それぞれ、と理解すべし
○水族館を出た後は、  「日常」 に戻るべし
コロナ三則
○生きものとの対話に集中するべし。是即ち感染

拡大予防なり
○オフラインの魅力をとことん味わうべし
○これからの「私と水族館」について深く考えるべし

おひとりさまナイト水族館
第６回の開催内容
9／12（土）“いつもの”おひとりさまナイト水族館

9／19（土）写真愛好家限定“カメラを楽しむ”お
ひとりさまナイト水族館○カメラを持参（スマー
トフォン可）。三脚の使用可。館内照明を落と
し、撮影しやすい環境を整備

9／26（土）女性限定“癒しの”おひとりさまナイ
ト水族館○スタッフも女性のみ。ＳＮＳ映えする
フォトジェニックなエリアを設置

10／3（土）男性限定“男だらけの”おひとりさま
ナイト水族館○スタッフも男性のみ。男心をくす
ぐる解説版などを設置

密
を
避
け
て
行
動
で
き
る

お
ひ
と
り
さ
ま
の
水
族
館
、

94
％
か
ら
「
断
然
あ
り
！
」
の
声

 

「
お
ひ
と
り
さ
ま
」と
い
う
言
葉
が
世
に

出
て
10
年
余
。
独
り
、
で
は
な
く
、
あ
え

て
1
人
で
の
行
動
が
好
感
を
持
っ
て
受
け

止
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
し

て
図
ら
ず
も
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
一
気
に

市
民
権
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
何
と
言
っ
て
も
密
に
な
ら
ず
、
飛

沫
の
元
と
な
る
私
語
も
基
本
な
い
。

　仙
台
う
み
の
杜
水
族
館
が
最
初
の
「
お

ひ
と
り
さ
ま
ナ
イ
ト
水
族
館
」を
開
催
し

た
の
は
、
今
か
ら
３
年
近
く
前
の
２
０
１

8
年
1
月
。
水
族
館
は
カ
ッ
プ
ル
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
多
く
、
1
人

で
は
な
か
な
か
楽
し
み
づ
ら
い
面
が
あ
る
。

1
人
で
も
楽
し
め
る
工
夫
は
で
き
な
い
か
、

と
い
う
ス
タ
ッ
フ
の
提
案
か
ら
だ
っ

た
。
公
式T

w
itter

で
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
94

％
か
ら
「
断
然
あ
り
！
」と
い
う
回

答
が
。「
お
ひ
と
り
さ
ま
十
則
」を
掲

げ
、
通
常
営
業
終
了
後
の
夜
に
開
催

し
た
。
Ｂ
Ｇ
Ｍ
は
オ
フ
。
聞
こ
え
る

の
は
水
槽
か
ら
の
音
と
シ
ャ
ッ
タ
ー

音
の
み
。
館
内
に
は
ア
ロ
マ
や
キ
ャ

ン
ド
ル
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
が
設
置
さ

れ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中

で
過
ご
せ
る
空
間
を
演
出
し
た
。
第
５
回

の
開
催
は
今
年
６
月
。
感
染
対
策
を
行
い
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
楽
し
め
る
よ
う
に
規
則
を

３
つ
追
加
。
今
ま
で
の
中
で
最
高
の
来
館

者
を
記
録
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

テ
ー
マ
を
分
け
て
連
続
開
催
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
さ
ら
に
進
化

　第
６
回
は
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
の

土
曜
夜
に
開
催
。
前
回
は
多
く
の
来
館
者

が
訪
れ
た
が
、
多
す
ぎ
れ
ば
お
ひ
と
り
さ

ま
を
楽
し
め
る
満
足
度
が
下
が
る
。
そ
こ

で
分
散
さ
せ
る
た
め
に
４
回
に
分
け
新
た

な
試
み
も
。
９
月
12
日
は
い
つ
も
の
お
ひ

と
り
さ
ま
ナ
イ
ト
水
族
館
、
19
日
は
カ
メ

ラ
愛
好
家
の
日
、
26
日
は
女
性
限
定
の
日
、

10
月
3
日
は
男
性
限
定
の
日
と
、
回
ご
と

に
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
の
だ
。
女
性
の
日

と
と
も
に
反
響
が
高
か
っ
た
の
が
、
カ
メ

ラ
愛
好
家
の
日
。
写
り
込
み
が
な
い
よ
う

に
と
照
明
を
落
と
し
た
館
内
は
、
い
つ
も

の
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
と
は
変
わ
り
、

撮
影
へ
の
気
合
い
で
あ
ふ
れ
て
い
た
と
い
う
。

 

「
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
全
国
の
水
族

館
に
も
波
及
し
て
、
多
く
の
方
に
新
し
い

水
族
館
の
楽
し
み
方
が
広
ま
れ
ば
う
れ
し

く
思
い
ま
す
」（
仙
台
う
み
の
杜
水
族
館

　

広
報
）。

　普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
生
き

物
た
ち
の
夜
の
姿
に
も
会
う
こ
と
も
で
き

る
。「
時
間
が
足
り
な
い
！
」と
い
う
声
に

応
え
て
第
６
回
は
開
館
時
間
を
30
分
延
長
。

第
２
部

誰
か
と
来
て
も
館
内
で
は
別
々
に
。

お
ひ
と
り
さ
ま
で
ス
ト
イ
ッ
ク
に
楽
し
む

仙
台
う
み
の
杜
水
族
館 

「
お
ひ
と
り
さ
ま
ナ
イ
ト
水
族
館
」（
宮
城
県
）

お
ひ
と
り
さ
ま 

＆ 

ほ
っ
た
ら
か
し
需
要
に
着
目
せ
よ

お
ひ
と
り
さ
ま
や
、
構
わ
な
く
て
O
K
の
ほ
っ
た
ら
か
し
系
プ
ラ
ン
。

非
接
触
で
あ
る
こ
と
が
歓
迎
さ
れ
る
今
、
注
目
す
べ
き
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
。

大水槽前は一番人気。自分のチェアを持ち込み可。
フードコート（食事提供なし）は交流サロンなので会
話OKだが、そこでも｢おひとりさま｣を楽しむ人が多い

マイチェア
OK

18

す
タ
イ
プ
な
の
で
ス
ト
レ
ス
も
少
な

く
、
瞬
時
に
終
了
。
フ
ロ
ン
ト
で
の

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
に
「
家
族
の
健
康

状
態
」に
つ
い
て
記
入
す
る
シ
ー
ト

も
提
出
。
す
べ
て
の
宿
泊
客
が
使
用

す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ま
わ
り
に
は
コ

ロ
ナ
関
係
の
注
意
書
き
、
そ
し
て
こ

こ
に
も
消
毒
薬
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内

に
は
定
員
13
名
に
対
し
6
名
利
用
の

依
頼
文
。
他
に
は
カ
ラ
オ
ケ
利
用
の

注
意
書
き
や
、
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
時

の
お
願
い
も
（
②
③
）。
こ
う
書
く

と
、
あ
ち
こ
ち
に
注
意
書
き
が
あ
っ

て
不
快
に
思
う
か
と
い
え
ば
そ
う
で

も
な
い
。
ち
ゃ
ん
と
対
策
を
施
し
て

い
る
と
い
う
印
象
で
悪
く
な
い
。

●
客
室

　
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
荷
物
を
持
ち
部

屋
ま
で
案
内
し
て
く
れ
る
。
和
室
10

畳
以
上
の
プ
ラ
ン
な
の
で
1

人
で
十
分
に
広
い（
④
）。
部

屋
の
中
だ
け
で
過
ご
す
に
も

快
適
。W
i-

F
i
完
備
で
仕

事
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
た
（
は

ず
）（
⑤
）。
布
団
は
先
に
敷

い
て
お
い
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
る

（
⑥
）。
浴
室
は
蛇
口
か
ら
温
泉
が
出

る
（
⑦
）。
洗
面
所
も
広
い
。
す
べ
て

オ
ッ
ケ
ー
♪
お
こ
も
り
ス
タ
ー
ト
。

●
食
事

　
朝
夕
共
に
お
弁
当
形
式
で
入
口
ま

3
密
回
避
の
温
泉
宿

お
こ
も
り
ス
テ
イ
プ
ラ
ン
を

Ｊ
Ｒ
Ｃ
研
究
員
が
実
泊
体
験

宿泊したのは　
ＪＲＣ研究員  森戸香奈子
小４と保育園年長の子ども
あり共働き。コロナで夫婦
共に在宅続き、ほぼ毎日自
炊。一人になりたい病患い
中で、いそいそと出張へ旅
立つ

体験したのは
このプラン
石和常磐ホテル（山梨県）　

【お部屋でお食事】
海鮮ちらし寿司と旬菜箱膳
♪三密回避おこもりステイ
〇部屋風呂も温泉！（２食
付き）
1万7600円（平日1室1名
利用時。税サ込）

　
Ｊ
Ｒ
Ｃ
研
究
員
兼
、
本
誌
の
デ
ス

ク
を
務
め
る
森
戸
で
す
。
久
し
ぶ
り

に
出
張
で
泊
ま
る
こ
と
に
な
り
、
あ

ち
こ
ち
歩
き
回
る
の
は
コ
ロ
ナ
も
怖

い
し
、
部
屋
の
中
か
ら
出
ず
に
何
も

か
も
済
ま
せ
ら
れ
な
い
か
と
考
え
ま

し
た
。
食
事
も
温
泉
も
（
も
ち
ろ
ん

仕
事
も
）。
コ
ロ
ナ
禍
で
1
人
旅
も

注
目
さ
れ
て
い
る
し
、
た
と
え
グ
ル

ー
プ
旅
行
で
も
構
わ
れ
た
く
な
い
人

た
ち
は
い
る
は
ず
。
満
足
度
を
上
げ

る
た
め
の
施
設
の
取
り
組
み
を
、
感

染
防
止
対
策
と
と
も
に
リ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

●
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
＆
感
染
防
止
対
策

　
Ｊ
Ｒ
石
和
駅
か
ら
車
で
５
分
ほ
ど

の
距
離
に
あ
る
大
型
ホ
テ
ル
（
①
）。

入
口
に
は
も
ち
ろ
ん
消
毒
薬
と
検
温

器
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
手
を
か
ざ

で
届
け
て
く
れ
る
（
希
望
す
れ
ば
事

前
に
入
口
に
置
い
て
お
く
こ
と
も
可

能
だ
そ
う
）。
お
弁
当
と
言
っ
て
も
、

夕
食
は
三
段
重
（
⑧
）。
開
け
る
と
引

き
出
し
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
お

ま
ま
ご
と
の
よ
う
な
気
分
で
ち
ょ
っ

と
楽
し
い
。
海
鮮
バ
ラ
チ
ラ
シ
寿
司

が
メ
イ
ン
で
、
大
変
美
味
し
か
っ
た
。

量
も
予
想
以
上
に
多
く
大
満
足
。
ラ

ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
で
は
な
く
、
お
重
と

い
う
の
が
高
級
感
が
あ
っ
て
い
い
と

思
う
。

　
朝
食
は
お
弁
当
形
式
（
⑨
）。
夕
食

同
様
に
指
定
の
時
間
に
届
け
て
く
れ

る
。
夕
食
も
そ
う
だ
が
、
温
か
い
ま

ま
届
く
の
が
や
は
り
う
れ
し
い
。

　
ち
な
み
に
こ
こ
で
は
夜
食
に
「
あ

ず
き
ほ
う
と
う
」の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る

の
だ
が
、1
階
ま
で
取
り
に
行
く
必
要

が
あ
り
、
う
っ
か
り
も
ら
い
損
ね
る
。

●
大
浴
場

　
部
屋
の
風
呂
も
あ
る
が
や
は
り
来

て
し
ま
っ
た
大
浴
場
。
こ
こ
に
も
注

意
書
き
あ
り
。
ス
リ
ッ
パ
ま
わ
り
は

特
に
気
に
な
る
の
で
あ
り
が
た
い
。

着
替
え
の
か
ご
も
１
つ
お
き
に
使
う

よ
う
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
て
あ
る
。
露

天
風
呂
へ
の
ド
ア
も
開
け
て
あ
り
換

気
は
十
分
。

●
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト

　
７
時
か
ら
精
算
可
能
な
の
で
、
混

雑
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

宿泊しての感想は
食事も美味しく、感染防止対策も
徹底。何より構われないのが最高
泊まる前は、お弁当の部屋食はちょっ
と物足りないかも？と思っていたが、
量は十分。今回は１人だったが、複数
人数宿泊でもいいと思う。食べてい
る間、他者が存在しないというのは
気楽。従業員がサーブする部屋食や
レストラン食は、それなりに身なりを
整えないといけないし、時間も決まっ
ているので、接触がないというのは意
外と心地よかった。コロナ収束後も
この「ほったらかしスタイル」は１つの
サービスとして残ると感じた。もちろ
ん前提として感染対策をきっちり行
っているということが大切。このよう
なプランを提供できるのは感染症対
策に自信があるからなので、客側も安
心して泊まれるだろう。

宿の人に聞く　
プラン利用客はどんな人？
石和常磐ホテル　
支配人  坂牧忠寿さん
元々団体客向けだが、海外旅行客が
ぱったりなくなったとのこと。「個人の
お客さま向けのお部屋食対応は行っ
てこなかったのですが、レストランの
席数を減らしているため、部屋食にす
る必要がありました。素泊まりよりも
お食事付きの方が好まれるので、こ
のプランを作りました」。入口で渡す
ため人員削減にもなっている。料理
も手が込んでおり「料金が高めなの
で平日のビジネス利用は難しいよう
ですが、週末にはファミリーも含めて
ご利用が多くなります」。ファミリーも
これなら確かに気兼ねなく過ごせる
に違いない。

体験
リポート

●①

●②

●④

●⑤●⑦

●⑥

●⑧

●⑨

●③

19 December  2020



す
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イ
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ス
ト
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瞬
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終
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。
フ
ロ
ン
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チ
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家
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健
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」に
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て
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も
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使
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す
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わ
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は
コ
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ナ
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の
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、
そ
し
て
こ
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に
対
し
6
名
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の
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他
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ラ
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利
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の

注
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書
き
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、
チ
ェ
ッ
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ウ
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（
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と
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①
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に
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れ
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当
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、
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⑧
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る
と
引

き
出
し
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
お

ま
ま
ご
と
の
よ
う
な
気
分
で
ち
ょ
っ

と
楽
し
い
。
海
鮮
バ
ラ
チ
ラ
シ
寿
司

が
メ
イ
ン
で
、
大
変
美
味
し
か
っ
た
。

量
も
予
想
以
上
に
多
く
大
満
足
。
ラ

ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
で
は
な
く
、
お
重
と

い
う
の
が
高
級
感
が
あ
っ
て
い
い
と

思
う
。

　
朝
食
は
お
弁
当
形
式
（
⑨
）。
夕
食

同
様
に
指
定
の
時
間
に
届
け
て
く
れ

る
。
夕
食
も
そ
う
だ
が
、
温
か
い
ま

ま
届
く
の
が
や
は
り
う
れ
し
い
。

　
ち
な
み
に
こ
こ
で
は
夜
食
に
「
あ

ず
き
ほ
う
と
う
」の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る

の
だ
が
、1
階
ま
で
取
り
に
行
く
必
要

が
あ
り
、
う
っ
か
り
も
ら
い
損
ね
る
。

●
大
浴
場

　
部
屋
の
風
呂
も
あ
る
が
や
は
り
来

て
し
ま
っ
た
大
浴
場
。
こ
こ
に
も
注

意
書
き
あ
り
。
ス
リ
ッ
パ
ま
わ
り
は

特
に
気
に
な
る
の
で
あ
り
が
た
い
。

着
替
え
の
か
ご
も
１
つ
お
き
に
使
う

よ
う
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
て
あ
る
。
露

天
風
呂
へ
の
ド
ア
も
開
け
て
あ
り
換

気
は
十
分
。

●
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト

　
７
時
か
ら
精
算
可
能
な
の
で
、
混

雑
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

宿泊しての感想は
食事も美味しく、感染防止対策も
徹底。何より構われないのが最高
泊まる前は、お弁当の部屋食はちょっ
と物足りないかも？と思っていたが、
量は十分。今回は１人だったが、複数
人数宿泊でもいいと思う。食べてい
る間、他者が存在しないというのは
気楽。従業員がサーブする部屋食や
レストラン食は、それなりに身なりを
整えないといけないし、時間も決まっ
ているので、接触がないというのは意
外と心地よかった。コロナ収束後も
この「ほったらかしスタイル」は１つの
サービスとして残ると感じた。もちろ
ん前提として感染対策をきっちり行
っているということが大切。このよう
なプランを提供できるのは感染症対
策に自信があるからなので、客側も安
心して泊まれるだろう。

宿の人に聞く　
プラン利用客はどんな人？
石和常磐ホテル　
支配人  坂牧忠寿さん
元々団体客向けだが、海外旅行客が
ぱったりなくなったとのこと。「個人の
お客さま向けのお部屋食対応は行っ
てこなかったのですが、レストランの
席数を減らしているため、部屋食にす
る必要がありました。素泊まりよりも
お食事付きの方が好まれるので、こ
のプランを作りました」。入口で渡す
ため人員削減にもなっている。料理
も手が込んでおり「料金が高めなの
で平日のビジネス利用は難しいよう
ですが、週末にはファミリーも含めて
ご利用が多くなります」。ファミリーも
これなら確かに気兼ねなく過ごせる
に違いない。

体験
リポート
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●②
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●⑤●⑦
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の
手
順
を
踏
ん
で
搭
乗
す
る
。
ハ
ワ

イ
仕
様
の
機
内
で
は
、
ハ
ワ
イ
路
線

限
定
の
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
ジ
ュ
ー
ス
や

モ
ヒ
ー
ト
の
提
供
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会

も
実
施
。
飛
行
機
を
降
り
て
も
ま
だ
余
韻

が
冷
め
な
い
90
分
の
フ
ラ
イ
ト
に
な
っ
た
。

こ
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
フ
ラ
イ
ト
は

ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
か

　飛
行
機
は
し
ば
ら
く
の
間
飛
ば
ず
に
い

る
と
、
よ
り
深
度
の
深
い
整
備
点
検
が
必

要
に
な
り
、
そ
の
ひ
と
つ
に
90
日
間
飛
ば

な
か
っ
た
場
合
の
や
や
規
模
の
大
き
い
点

検
が
あ
る
。
そ
れ
を
避
け
る
べ
く
６
月
に

Ａ
３
８
０ H

O
N

U

の
フ
ェ
リ
ー
フ
ラ
イ

ト
（
乗
客
の
い
な
い
飛
行
）を
実
施
。
報
道

で
知
っ
た
カ
ス
タ
マ
ー
か
ら
「
乗
客
の
い

な
い
状
態
で
飛
ぶ
の
で
あ
れ
ば
、HO

N
U

を
使
っ
て
遊
覧
飛
行
を
し
て
ほ
し
い
」と

の
声
が
複
数
寄
せ
ら
れ
、
こ
の
企
画
が
誕

生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ふ
だ
ん
は
国
際

線
で
使
用
す
る
機
材
を
国
内
線
で
使
用
し
、

Ａ
３
８
０
と
い
う
大
型
機
材
を
オ
ー
プ
ン

ス
ポ
ッ
ト
（
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
離
れ
た
駐

機
場
）で
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
す
る
こ
と
は
新

た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
っ
た
と
い
う
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
徹

底
を
図
る
こ
と
を
重
点
に
置
き
、
１
カ
月

半
ほ
ど
の
準
備
期
間
で
、
心
に
残
る
フ
ラ

イ
ト
を
実
現
し
た
。

ANA  FLYING HONU　
チャーターフライト
第１回  ８／２２（土）    第２回  ９／20（日）
第３回  11／15（日）

憧
れ
の
F
L
Y
I
N
G 

H
O
N
U
で

成
田
か
ら “
行
き
先
の
な
い
旅
”
へ

　バ
ー
チ
ャ
ル
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
な

い
。
成
田
空
港
か
ら
リ
ア
ル
に
飛
び
立
ち
、

今
は
ま
だ
行
け
な
い
は
ず
の
ハ
ワ
イ
へ
限

り
な
く
近
づ
け
て
く
れ
る
。「A

N
A

　

F
L

Y
IN

G
 H

O
N

U
 

チ
ャ
ー
タ
ー
フ
ラ

イ
ト
」は
そ
ん
な
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
遊
覧
飛

行
だ
。
搭
乗
す
る
の
は
神
聖
な
生
き
も
の

と
し
て
ハ
ワ
イ
で
愛
さ
れ
て
い
る
ウ
ミ
ガ

メ
（
ホ
ヌ
）が
機
体
に
描
か
れ
た
、
２
０
１

９
年
５
月
に
デ
ビ
ュ
ー
の
成
田
‐
ホ
ノ
ル

ル
間
の
専
用
機
エ
ア
バ
ス
Ａ
３
８
０
型
機

「H
O

N
U

」（F
L

Y
IN

G
 H

O
N

U

）。
搭

乗
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
第
１
回
は
１

５
０
倍
、
第
２
回
は
１
１
０
倍
と
い
う
高

倍
率
を
く
ぐ
り
抜
け
た
人
々
の
み
。
エ
コ

ノ
ミ
ー
か
ら
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
ま
で
の

う
ち
、
上
位
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
倍
率
が

高
く
な
り
、
一
番
人
気
は
フ
ァ
ー
ス
ト
ク

ラ
ス
だ
っ
た
と
い
う
。
乗
客
は
カ
ウ
ン
タ

ー
で
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
、
保
安
検
査
場
、

搭
乗
ゲ
ー
ト
の
通
過
な
ど
、
通
常
と
同
様

ハ
ワ
イ
気
分
を
満
喫
で
き
る
90
分
の
遊
覧
飛
行

A
N

A FLYIN
G

 H
O

N
U

 

チ
ャ
ー
タ
ー
フ
ラ
イ
ト

旅
に
出
た
い
…

第
３
部

心
の
ロ
ス
を
埋
め
る
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム

国
内
旅
行
は
動
き
出
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
今
ま
で
通
り
と
は
い
か
な
い
コ
ロ
ナ
禍
。
特
に
海
外
と
の
自
由
な
行
き
来
ま
で
は
、

ま
だ
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
。
叶
う
は
ず
の
な
い
旅
、
そ
の
旅
心
を
満
た
し
て
く
れ
る
の
は
、
案
外
身
近
な
旅
だ
っ
た
。

チェックイン開始時間
よりも早めに集まる人
が多かった。ハワイを
感じられる服装着用で
プレゼントもあり、アロ
ハ姿の人も多い

１人ずつに用意され
たプレゼント。写真
は第２回のファース
トクラス用

第２回はハワイの海をイメージした２号機「カイ」。１号機
「ラニ」が隣でお見送り＆お出迎え。細やかなホスピタ
リティが随所に（写真提供／ANA）

オープンスポットならではの見送り風景

心はすっかりハワイ♪の機内。ファーストクラスを楽
しむ乗客（写真提供／ANA）　

乗客の応募理由は…
１人、家族、グループと様々な乗客が楽しんだこの遊覧
飛行。申し込み動機は
○HONU（あるいはA380）に乗りたかった　
○ハワイに行きたい／ハワイに行く計画だったが行けな

かった
○飛行機が好きなので
○第１回の様子を見て申し込み
○今年は海外に行けていなかったため／毎年海外に行

っているため
○飛行機に乗って出かけられていないから
○ハワイにしか飛んでいない飛行機に乗れるチャンス
○子どもを乗せてあげたかった
など（第２回開催時の聞きとり調査より抜粋）。
興味を持った理由はそれぞれ。しかしハワイやHONUを
きっかけに選ぶ人が多くみられた。日本でのハワイ人気
と、そのハワイ路 線でしか 乗ることができない
A380HONUという組合せが、特別感やエンタテインメ
ント性に繋がったのだろう。

おみやげも

エコノミークラス１万4000円〜ファーストクラス５万円
（第１回・第2回）
520席の座席数に対して300席程度が販売された
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福
岡
県
香
港
事
務
所
に
聞
く   

香
港〝
日
本
ロ
ス
!?
〟事
情

香
港
で
話
題
に
な
っ
た
「
福
岡
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
」？

　
イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
こ
と
か
ら
も

最
近
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
ア
フ
タ

ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
。
イ
ギ
リ
ス
の
影
響

を
受
け
た
香
港
で
は
日
本
よ
り
も
一

般
的
な
存
在
だ
が
、
こ
の
夏
話
題
に

な
っ
た
の
は
日
本
ロ
ス
に
な
っ
た
香

港
市
民
の
心
を
埋
め
る
「
福
岡
ア
フ

タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
」。
限
定
感
あ
る

そ
の
メ
ニ
ュ
ー
が
誕
生
し
た
経
緯
を
、

福
岡
県
香
港
事
務
所
長
　
山
奇
智
幸

さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

ー
日
本
ロ
ス
に
な
る
ほ
ど
、香
港
で

日
本
は
身
近
な
存
在
な
の
で
す
か
？

　
人
口
７
０
０
万
人
が
住
む
香
港
は
、

東
京
都
の
約
１
／
２
の
大
き
さ
。
面

積
が
狭
く
、
そ
も
そ
も
日
本
の
様
な

国
内
旅
行
と
い
う
概
念
が
な
い
た
め
、

日
本
や
韓
国
、
台
湾
へ
気
軽
に
旅
行

へ
出
か
け
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
前
ま

で
は
福
岡
―
香
港
間
は
１
日
に
５
便

が
運
航
。
規
制
が
厳
し
く
な
い
香
港

は
、
日
本
で
い
ち
ご
狩
り
を
楽
し
ん

で
持
ち
帰
る
こ
と
も
可
能
で
、
そ
の

時
期
の
飛
行
機
内
は
い
ち
ご
の
香
り

で
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
も
。
日
本
の

人
が
考
え
る
以
上
に
、
日
本
の
こ
と

を
よ
く
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

昨
年
11
月
に
香
港
で
開
催
し
た
福
岡

県
の
農
林
水
産
物
P
Ｒ
試
食
会
に
香

港
の
ダ
ロ
ワ
イ
ヨ
の
シ
ェ
フ
が
参
加

さ
れ
、
福
岡
県
食
材
に
関
心
を
持
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
マ
カ
ロ
ン
１
個
で

も
作
れ
な
い
か
と
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
の
提
案

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
６
月
１
日
に

１
店
舗
で
ス
タ
ー
ト
し
、
当
初
は
２

週
間
の
予
定
で
し
た
が
、
好
評
で
３

店
舗
に
拡
大
し
て
８
月
末
ま
で
延
長

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
々
の
状
況

で
変
わ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
、
香
港
で
は
８
月
は
飲
食
店
が
18

時
以
降
に
営
業
が
で
き
な
い
日
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
1
名
分
が
日
本
円

で
４
０
０
０
円
近
い
価
格
と
高
め
で

し
た
が
、
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
は

外
食
で
き
る
大
切
な
時
間
に
な
っ
て

い
た
の
で
、
タ
イ
ミ
ン
グ
も
よ
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ー
ど
の
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
が
、
日

本
ロ
ス
を
埋
め
た
の
で
す
か
？

　
今
回
は
４
つ
の
食
材
を
提
案
し
ま

し
た
が
、
そ
の
１
つ
が
香
港
で
も
大

人
気
の
あ
ま
お
う
。
６
月
は
シ
ー
ズ

ン
オ
フ
な
の
で
ジ
ャ
ム
で
マ
カ
ロ
ン

を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
八
女

茶
も
高
級
茶
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
抹
茶
も
人
気
な
の
で
抹
茶
豆

腐
シ
ュ
ー
に
。
福
岡
県
に
あ
る
能
古

島
も
香
港
で
は
大
人
気
。
そ
こ
で
採

れ
た
甘
夏
の
皮
を
使
用
し
た
ク
レ
ー

プ
で
能
古
島
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
し
た
。
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
に
使
っ

た
ア
ッ
プ
ル
シ
ナ
モ
ン
味
噌
は
、
飯

塚
市
の
親
子
経
営
の
小
さ
な
加
工
味

噌
店
の
商
品
。
香
港
で
採
用
さ
れ
た

と
い
う
実
績
が
首
都
圏
な
ど
の
国
内

販
売
に
も
役
に
立
つ
と
思
い
、
香
港

を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
場
と
し
て
活

用
し
て
い
ま
す
。
福
岡
ア
フ
タ
ヌ
ー

ン
テ
ィ
ー
は
現
地
の
富
裕
層
向
け
雑

誌
や
、
香
港
最
大
の
旅
行
雑
誌
で
も

紹
介
さ
れ
非
常
に
話
題
に
な
り
ま
し

た
が
、
日
本
ロ
ス
を
埋
め
る
仕
掛
け

は
他
に
も
色
々
と
あ
り
ま
す
。
北
九

州
市
八
幡
東
区
に
あ
る
河
内
藤
園
も

香
港
市
民
に
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す

が
、
そ
れ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
藤

棚
ト
ン
ネ
ル
」が
香
港
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
一
角
に
登
場
し
、

連
日
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
と
い
っ
て

も
、
１
回
の
入
場
に
つ
き
４
人
ま
で

と
制
限
さ
れ
て
い
る
の
で
３
密
は
回

避
し
て
い
ま
す
が
。

　
香
港
は
域
内
の
旅
行
先
が
限
ら
れ

る
た
め
、
コ
ロ
ナ
収
束
後
は
香
港
の

旅
行
者
が
一
番
最
初
に
日
本
に
戻
っ

て
来
る
と
期
待
し
て
ま
す
。
一
方
で
、

韓
国
や
台
湾
な
ど
の
ラ
イ
バ
ル
も
、

香
港
で
積
極
的
な
観
光
P
R
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
人
の
往
来
は
難
し
い

で
す
が
香
港
は
日
本
の
農
水
産
物
や

商
品
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
し
、
コ
ロ

ナ
収
束
後
も
見
越
し
て
色
々
な
切
り

口
か
ら
香
港
の
皆
さ
ん
に
日
本
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
や
情
報
発
信
を
地
道
に
続
け
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

藤棚トンネルは造花製。夜はライトアッ
プされる

香港のロリータたちにもPR
次回はあまおうを生食で使用できる春先
に福岡アフタヌーンティーを開催したい
と考える山奇さん。PRにも余念がなく、香
港ロリータ協会の人たちを招いて食べて
もらった。 「ロリータのみなさんはお茶会
をする習慣があります。また、世界中のロ
リータたちと繋がっており、情報発信力が
ある方が多いです」。見事な着眼点！

ロスネタ
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福
岡
県
香
港
事
務
所
に
聞
く   

香
港〝
日
本
ロ
ス
!?
〟事
情

香
港
で
話
題
に
な
っ
た
「
福
岡
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
」？

　
イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
こ
と
か
ら
も

最
近
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
ア
フ
タ

ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
。
イ
ギ
リ
ス
の
影
響

を
受
け
た
香
港
で
は
日
本
よ
り
も
一

般
的
な
存
在
だ
が
、
こ
の
夏
話
題
に

な
っ
た
の
は
日
本
ロ
ス
に
な
っ
た
香

港
市
民
の
心
を
埋
め
る
「
福
岡
ア
フ

タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
」。
限
定
感
あ
る

そ
の
メ
ニ
ュ
ー
が
誕
生
し
た
経
緯
を
、

福
岡
県
香
港
事
務
所
長
　
山
奇
智
幸

さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

ー
日
本
ロ
ス
に
な
る
ほ
ど
、香
港
で

日
本
は
身
近
な
存
在
な
の
で
す
か
？

　
人
口
７
０
０
万
人
が
住
む
香
港
は
、

東
京
都
の
約
１
／
２
の
大
き
さ
。
面

積
が
狭
く
、
そ
も
そ
も
日
本
の
様
な

国
内
旅
行
と
い
う
概
念
が
な
い
た
め
、

日
本
や
韓
国
、
台
湾
へ
気
軽
に
旅
行

へ
出
か
け
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
前
ま

で
は
福
岡
―
香
港
間
は
１
日
に
５
便

が
運
航
。
規
制
が
厳
し
く
な
い
香
港

は
、
日
本
で
い
ち
ご
狩
り
を
楽
し
ん

で
持
ち
帰
る
こ
と
も
可
能
で
、
そ
の

時
期
の
飛
行
機
内
は
い
ち
ご
の
香
り

で
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
も
。
日
本
の

人
が
考
え
る
以
上
に
、
日
本
の
こ
と

を
よ
く
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

昨
年
11
月
に
香
港
で
開
催
し
た
福
岡

県
の
農
林
水
産
物
P
Ｒ
試
食
会
に
香

港
の
ダ
ロ
ワ
イ
ヨ
の
シ
ェ
フ
が
参
加

さ
れ
、
福
岡
県
食
材
に
関
心
を
持
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
マ
カ
ロ
ン
１
個
で

も
作
れ
な
い
か
と
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
の
提
案

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
６
月
１
日
に

１
店
舗
で
ス
タ
ー
ト
し
、
当
初
は
２

週
間
の
予
定
で
し
た
が
、
好
評
で
３

店
舗
に
拡
大
し
て
８
月
末
ま
で
延
長

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
々
の
状
況

で
変
わ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
、
香
港
で
は
８
月
は
飲
食
店
が
18

時
以
降
に
営
業
が
で
き
な
い
日
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
1
名
分
が
日
本
円

で
４
０
０
０
円
近
い
価
格
と
高
め
で

し
た
が
、
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
は

外
食
で
き
る
大
切
な
時
間
に
な
っ
て

い
た
の
で
、
タ
イ
ミ
ン
グ
も
よ
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ー
ど
の
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
が
、
日

本
ロ
ス
を
埋
め
た
の
で
す
か
？

　
今
回
は
４
つ
の
食
材
を
提
案
し
ま

し
た
が
、
そ
の
１
つ
が
香
港
で
も
大

人
気
の
あ
ま
お
う
。
６
月
は
シ
ー
ズ

ン
オ
フ
な
の
で
ジ
ャ
ム
で
マ
カ
ロ
ン

を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
八
女

茶
も
高
級
茶
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
抹
茶
も
人
気
な
の
で
抹
茶
豆

腐
シ
ュ
ー
に
。
福
岡
県
に
あ
る
能
古

島
も
香
港
で
は
大
人
気
。
そ
こ
で
採

れ
た
甘
夏
の
皮
を
使
用
し
た
ク
レ
ー

プ
で
能
古
島
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
し
た
。
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
に
使
っ

た
ア
ッ
プ
ル
シ
ナ
モ
ン
味
噌
は
、
飯

塚
市
の
親
子
経
営
の
小
さ
な
加
工
味

噌
店
の
商
品
。
香
港
で
採
用
さ
れ
た

と
い
う
実
績
が
首
都
圏
な
ど
の
国
内

販
売
に
も
役
に
立
つ
と
思
い
、
香
港

を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
場
と
し
て
活

用
し
て
い
ま
す
。
福
岡
ア
フ
タ
ヌ
ー

ン
テ
ィ
ー
は
現
地
の
富
裕
層
向
け
雑

誌
や
、
香
港
最
大
の
旅
行
雑
誌
で
も

紹
介
さ
れ
非
常
に
話
題
に
な
り
ま
し

た
が
、
日
本
ロ
ス
を
埋
め
る
仕
掛
け

は
他
に
も
色
々
と
あ
り
ま
す
。
北
九

州
市
八
幡
東
区
に
あ
る
河
内
藤
園
も

香
港
市
民
に
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す

が
、
そ
れ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
藤

棚
ト
ン
ネ
ル
」が
香
港
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
一
角
に
登
場
し
、

連
日
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
と
い
っ
て

も
、
１
回
の
入
場
に
つ
き
４
人
ま
で

と
制
限
さ
れ
て
い
る
の
で
３
密
は
回

避
し
て
い
ま
す
が
。

　
香
港
は
域
内
の
旅
行
先
が
限
ら
れ

る
た
め
、
コ
ロ
ナ
収
束
後
は
香
港
の

旅
行
者
が
一
番
最
初
に
日
本
に
戻
っ

て
来
る
と
期
待
し
て
ま
す
。
一
方
で
、

韓
国
や
台
湾
な
ど
の
ラ
イ
バ
ル
も
、

香
港
で
積
極
的
な
観
光
P
R
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
人
の
往
来
は
難
し
い

で
す
が
香
港
は
日
本
の
農
水
産
物
や

商
品
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
し
、
コ
ロ

ナ
収
束
後
も
見
越
し
て
色
々
な
切
り

口
か
ら
香
港
の
皆
さ
ん
に
日
本
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
や
情
報
発
信
を
地
道
に
続
け
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

藤棚トンネルは造花製。夜はライトアッ
プされる

香港のロリータたちにもPR
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ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
で

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
い
？

　一
度
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
し
た
ら
、
チ
ェ

ッ
ク
ア
ウ
ト
ま
で
外
出
は
で
き
な
い
。
ひ

た
す
ら
仕
事
に
没
頭
で
き
る
新
手
の
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
だ
と
思
い
、
ノ
ー
ト

ブ
ッ
ク
とiP

ad

を
カ
バ
ン
に
入
れ
て
現

地
へ
。
本
郷
通
り
か
ら
す
ぐ
な
の
に
静
か

な
風
情
が
漂
う
宿
。
入
口
の
看
板
に
続
い

て
名
前
入
り
の
下
駄
箱
を
見
て
、
心
の
中

で
「
し
ま
っ
た
…
」と
呟
い
た
。
こ
れ
は
た

だ
単
に
“
文
豪
の
よ
う
に
缶
詰
に
な
っ
て

仕
事
す
る
”の
で
は
な
く
、“
缶
詰
に
さ
れ

た
文
豪
の
気
分
を
満
喫
し
て
仕
事
が
で
き

る
”プ
ラ
ン
な
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
滞
在
中

は
仕
事
を
せ
ず
昼
寝
を
し
て
も
自
由
。
た

だ
、
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
れ
ば
、
自
分
は

こ
の
宿
の
中
の
登
場
人
物
の
1
人
。

も
っ
と
昭
和
コ
テ
コ
テ
の
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
名
乗
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
。

　見
れ
ば
フ
ロ
ン
ト
の
中
に
い
る
人

た
ち
も
、
旅
館
の
従
業
員
と
い
う
感
じ
で

は
な
い
。
帰
り
に
そ
っ
と
聞
い
て
み
た
と

こ
ろ
、
本
日
詰
め
て
い
る
の
は
“
鳳
明
出

版
の
編
集
部
員
”た
ち
で
、
通
常
勤
務
し

て
い
る
従
業
員
は
い
な
い
と
の
こ
と
。
サ

ス
ペ
ン
ダ
ー
で
ズ
ボ
ン
を
吊
っ
て
服
装
も

レ
ト
ロ
。
自
分
が
近
未
来
か
ら
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
て
き
た
気
分
に
な
る
。

　チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
に
、「
担
当
編
集
者

の
厳
し
さ
」と
「
差
し
入
れ
の
好
み
」を
ヒ

ア
リ
ン
グ
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
オ
プ
シ
ョ

ン
は
事
前
に
申
し
込
ん
で
お
く
。
厳
し
さ

は
普
通
で
、
差
し
入
れ
は
元
気
が
出
る
ド

リ
ン
ク
を
注
文
。
仕
事
は
一
応
や
る
気
十

分
。
16
時
半
頃
か
ら
「
修
羅
場
が
起
き
る
」

と
予
告
さ
れ
、
自
分
の
部
屋
へ
。

デ
ィ
テ
ィ
ー
ル
が
味
わ
い
深
い

建
物
内
で
、
い
つ
し
か
文
豪
気
分
に

　部
屋
の
入
口
に
も
名
前
が
貼
っ
て
あ
り
、

役
者
の
楽
屋
の
よ
う
。
室
内
に
は
森
鴎
外

生
誕
１
５
０
周
年
に
ち
な
ん
だ
お
菓
子
が

用
意
さ
れ
て
い
て
気
分
も
盛
り
上
が
り
、

仕
事
を
進
め
な
け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
に

な
っ
て
く
る
。
と
同
時
に
、
館
内
は
実
に

見
ど
こ
ろ
が
多
く
、
こ
も
っ
て
い
る
だ
け

で
は
も
っ
た
い
な
い
の
も
事
実
。
こ
の
界

隈
は
か
つ
て
１
０
０
軒
近
く
の
宿
が
軒
を

連
ね
て
い
た
一
大
旅
館
街
だ
っ
た
と
こ
ろ

で
、
文
豪
た
ち
が
缶
詰
し
て
い
た
宿
も
実

際
に
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
今
で
は
こ

の
鳳
明
館
を
入
れ
て
わ
ず
か
４
軒
の
み
が

残
る
。部
屋
の
入
口
、
廊
下
の
洗
面
所
、
お

風
呂
や
階
段
な
ど
１
つ
１
つ
に
味
わ
い
が

あ
り
、
ま
さ
に
今
夜
の
舞
台
に
ぴ
っ
た
り

だ
。
ち
な
み
にW

i-F
i

完
備
で
あ
る
。

“
泊
ま
る
こ
と
”を
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
に

第
４
部

昭
和
な
旅
館
で“
文
豪
の
缶
詰
”を
体
験

旅
に
出
る
、
近
場
で
も
一
泊
す
る
、
そ
れ
だ
け
で
非
日
常
感
。
で
も
宿
を
舞
台
に
、
劇
を
仕
掛
け
る
の
も

ま
た
一
興
。
コ
ロ
ナ
禍
で
登
場
し
た
話
題
の
プ
ラ
ン
を
、
本
誌
ラ
イ
タ
ー
が
体
験
し
て
み
た
。

体験したのは
このプラン
鳳明館森川別館（東京都文京区）　
｢文豪缶詰プラン｣第4弾
期間限定で開催。
第４弾は９／19（土）、10／31（土）、
11／14（土）実施（完売）
日帰り　1名１室6000円
１泊２日　１名１室8000円

オプション一例
○進捗コール無料
○文机レンタル2000円
○担当編集者チーム１日3000円
○差し入れ1000円
○『〇〇賞』の最終候補5000円
○修羅場（本妻と愛人が鉢合わせ） 2万円

客室内で缶詰中

どこをとっても絵になる宿。貸切風呂でさ
っぱりして、早々に浴衣に着替えるのが文
豪っぽい　左／客室入口

上／客室の菓子
まで文豪系　
左／編集チームに
よる差し入れシー
ン。仕事が進んで
いない言い訳をア
レコレ考えてしま
う

風情ある門をくぐる
と、この札がお出迎え

22

　部
屋
に
戻
り
し
ば
ら
く
す
る
と
、
頼
ん

で
お
い
た
差
し
入
れ
を
持
っ
て
編
集
チ
ー

ム
が
や
っ
て
き
た
。
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を

か
け
て
く
れ
な
が
ら
、
さ
り
げ
な
く
原
稿

も
プ
ッ
シ
ュ
。
み
な
さ
ん
、
な
り
き
っ
て

い
て
さ
す
が
。
そ
し
て
、
い
つ
の
間
に
か

な
り
き
っ
て
返
事
を
し
て
い
る
自
分
に
気

づ
く
。
編
集
チ
ー
ム
を
頼
ん
で
い
れ
ば
、

食
事
の
買
い
出
し
な
ど
も
頼
む
こ
と
が
で

き
る
。
過
去
に
は
、
有
名
作
家
御
用
達
だ

っ
た
丼
物
が
食
べ
た
い
と
リ
ク
エ
ス
ト
さ

れ
、
タ
ク
シ
ー
往
復
で
神
保
町
ま
で
取
り

に
行
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
か
。
で
も
そ
ん

な
こ
と
し
て
み
た
く
な
る
の
も
納
得
で
き

る
。
一
夜
限
り
だ
が
、
文
豪
な
の
で
！

館
内
が
盛
り
上
が
る
“
オ
プ
シ
ョ
ン
”。

一
同
が
会
す
る
瞬
間
は
ま
さ
に
劇
場
型

　基
本
的
に
客
室
で
過
ご
す
た
め
、
館
内

は
い
た
っ
て
静
か
。
た
だ
「
オ
プ
シ
ョ
ン
」

の
内
容
に
よ
っ
て
は
依
頼
者
以
外
も
一
緒

に
楽
し
め
る
こ
と
も
。
今
回
は
２
人
の
文

豪
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
見
学
で
き
た
。
缶
詰

中
に
本
妻
と
愛
人
が
鉢
合
わ
せ
す
る
設
定

の
「
修
羅
場
」で
は
、
２
人
の
板
挟
み
に
な

っ
た
文
豪
役
も
プ
ロ
の
劇
団
員
か
と
思
う

ほ
ど
の
演
技
で
、
野
次
馬
た
ち
も
見
入
っ

て
し
ま
う
ば
か
り
。「『
〇
〇
賞
』の
最
終
候

補
」で
は
、
編
集
者
と
と
も
に
ロ
ビ
ー
の
ソ

フ
ァ
で
気
を
揉
み
な
が
ら
受
賞
の
知
ら
せ

を
待
つ
文
豪
の
様
子
を
、
こ
ち
ら
も
じ
っ

と
見
守
っ
て
し
ま
う
。
レ
ト
ロ
な
電
話
が

鳴
り
、
受
賞
が
決
ま
っ
た
時
に
は
、
割
れ

ん
ば
か
り
の
拍
手
を
送
っ
て
し
ま
っ
て
い

た
ほ
ど
。
　帰
り
の
見
送
り
ま
で
し
っ
か

り
手
を
抜
か
ず
、
最
後
ま
で
満
喫
で
き
る

文
豪
気
分
。
今
回
は
取
材
の
た
め
日
帰
り

体
験
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
滞
在
可
能
時

間
は
12
時
か
ら
23
時
ま
で
と
十
分
に
長
い
。

編
集
者
た
ち
に
見
守
ら
れ
、
息
抜
き
も
楽

し
い
。
こ
の
場
所
、
こ
の
建
物
を
活
か
し

き
っ
た
見
事
な
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
。

　施設での対応や、イベントの実施な
ど、あらゆる面で制限がかかるコロナ
禍の現在。従来のやり方では通用し
ないこともあり、コロナの収束時期も
読みづらい。出口のない状況にいるよ
うに感じられることも、正直、多いか
もしれない。しかし、これまで磨き上
げてきた観光資源は、このコロナ禍に
おいても人を惹きつける価値ある存在
だと、今回の事例からもわかるはずだ。
視点や演出方法を変えることで今まで
とは違う楽しさを提案し、新たな需要
を生み出す動きに繋げていくことがで
きるだろう。もちろんその際に忘れて
ならないのが、「カスタマーが今、何を
要望しているか」を理解するということ。
ある程度の制限がかかる状況下にお
いても、リスクを回避しながら人々は
旅やおでかけを楽しみたいもの。その
ような顧客をよく観察し、よい関係性
を築いていくことがますます大切にな
っている。少しチャレンジャーな企画
を展開する際にはリピーターの存在が
心強いが、そのことをより実感したの
が現在のこのコロナ禍。この先のカス
タマー・レリーションシップ・マネジメ
ント（CRM）の重要性について考える
いい機会となったはずだ。
　また顧客との関係において新しい兆
しもある。それが見えたのが｢文豪缶
詰プラン｣。人々はイベントに参加しな
がら、ただのワンオムゼムではなく、１
人１人が主役となる。個人がメディアと
なって発信する時代だからこそ、単に
サービスを受けているに留まらず、提供
する側に回ってでも話題作りにひと役
買いたいという思考だ。修羅場シーン、
賞の受賞シーンを演じるのは、素人で
ある参加者。募集をしていない編集者
役の希望も多いという。自分も１つの
要素として発信できる楽しみ方を求め
ている動きがあることが感じられる。
　どのような旅やイベントであれ、大
切なことは、楽しいということ。状況
に振り回された｢やらねばならない｣で
はなく、｢やってみよう！｣と思える企画
を。発想を少し変えて、逆境を逆手に。
エンターテインメントに昇華させて提
案していきたい。

３密を回避しつつ、
大切なことは
“参加したくなる
エンターテインメント”
であるということ

仕掛け人はこの人！
鳳明館社外営業部　
㈱八十介  代表  海津智子さん
　歴史があり、建物も素晴らしい鳳明
館の良さをもっとわかってほしい。その
思いから、企画を持ち込むようになった
海津さん。｢『文豪缶詰プラン』のテスト
販売は行ったもののまだ団体利用が好
調な時期で、全館貸切が未知数だった
ため実施の予定はありませんでした。し
かしコロナ禍になり、状況が一変。文
豪缶詰プランであれば基本1室1名、客
室にもほとんど人が入らないのが今の
時代にあっているのでは、ということで
実施することに。集客することに対して
炎上も考えられましたが、あくまでも社
外営業部が企画したということであれ
ば宿にも迷惑がかからないという考え
もありました｣。いざ始まってみると、炎
上どころか反響大。１１月までに４回も
開催するほどの人気企画になった（12
月〜2021年1月に第5弾を開催）。
 ｢事後アンケートは余韻がなくなるの
で取っていませんが、Twitter上で意見を
拾っていると、編集者役をやってみたい
という声が多いですね。テーマパーク
でいえばキャストのような立ち位置で、
誰にでもお願いできるものではないと
回を重ねるたびに実感しています。社
外営業部という立場だからこそ、外から
の企画やアイデアを引っ張ってこられ
ると思います。こういう営業スタイルは
今後増えていくのではないでしょうか｣。

修羅場シー
ン

『〇〇賞』の
最終候補シーン

見送りまでカンペキ。息抜きしながら原
稿や企画などが捗ること間違いなし

ロビーにある｢編
集者ガチャ｣。中
も抜かりない

他の文豪たちも電話が鳴るのをじっと待つ。スマホの時代に
生きていることをすっかり忘れて…

旅館に乗り込む妻。
いよいよ始まる！とい
う気迫が辺りにも…
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。
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稿
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プ
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な
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き
っ
て
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て
さ
す
が
。
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て
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事
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集
チ
ー
ム
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頼
ん
で
い
れ
ば
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食
事
の
買
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出
し
な
ど
も
頼
む
こ
と
が
で

き
る
。
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は
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作
家
御
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達
だ
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た
丼
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れ
、
タ
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往
復
で
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町
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取
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た
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納
得
で
き

る
。
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夜
限
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豪
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の
で
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が
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オ
プ
シ
ョ
ン
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一
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す
る
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劇
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型
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ョ
ン
」

の
内
容
に
よ
っ
て
は
依
頼
者
以
外
も
一
緒

に
楽
し
め
る
こ
と
も
。
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ョ
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行
動
の
変
化
に
起
因
し
て

住
ま
い
へ
の
価
値
観
が
変
わ
る

 

「
昨
年
11
月
時
点
で
17
％
だ
っ
た
テ
レ
ワ

ー
ク
実
施
率
は
、
今
年
4
月
の
段
階
で
47

％
に
ま
で
増
加
（
図
１
）。
現
在
は
通
勤
す

る
人
も
多
少
増
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
テ
レ
ワ
ー
ク
は
あ
る
程
度
定
着
し
た
と

考
え
て
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
こ
の

働
き
方
の
変
化
に
起
因
し
て
、
人
々
の
日

常
の
行
動
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
」

と
話
す
の
は
、
２
０
２
０
年
８
月
17
日
〜

８
月
29
日
に
行
わ
れ
た
『
コ
ロ
ナ
禍
を
受

け
た
住
ま
い
の
価
値
観
調
査
』
を
手
掛
け

た
Ｓ
Ｕ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
研
究

員
の
相
島
雅
樹
氏
。
同
調
査
の
「
変
化
し

た
日
常
行
動
」（
表
１
）
を
問
う
質
問
で

「
人
生
を
見
つ
め
直
し
た
」人
が
13
・
１
％

に
上
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
感
染
症
拡
大
の

影
響
の
大
き
さ
が
わ
か
る
。
で
は
、
人
々

の
暮
ら
し
は
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
。
表
２

の
結
果
で
は
、「
だ
ら
だ
ら
と
過
ご
す
、
く

つ
ろ
ぐ
」や
「
自
宅
で
の
料
理
」な
ど
の
行

動
が
増
加
す
る
一
方
、「
旅
行
・
レ
ジ
ャ

ー
」や
「
外
食
」、「
通
勤
」な
ど
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

 

「
自
宅
で
の
可
処
分
時
間
が
増
加
す
る
一

方
で
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
に
対
す
る
マ
イ

ン
ド
シ
ェ
ア
は
減
少
。
学
び
や
投
資
に
つ

い
て
は
あ
ま
り
変
化
が
な
い
結
果
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
場
所
と
人
の
行
動
に

関
し
て
の
調
査
結
果
を
見
て
い
る
と
、
生

活
の
中
に
仕
事
が
入
っ
て
き
た
り
、
自
宅

で
余
暇
を
過
ご
し
た
り
、
出
張
に
合
わ
せ

最
新
の
研
究
や
事
例
に
学
ぶ

居
住
空
間
の
こ
れ
か
ら

私
た
ち
の
日
常
を
大
き
く
変
え
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
。

そ
の
影
響
は
観
光
業
界
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
に
及
ん
で
い
る
。

今
回
は
住
ま
い
や
オ
フ
ィ
ス
に
ま
つ
わ
る
研
究
や
事
例
を
通
じ
て
、

観
光
業
界
と
も
関
わ
り
の
深
い“
居
住
空
間
”の
在
り
方
を
考
察
す
る
。

感
染
症
拡
大
後
の
人
々
の
行
動
や
住
ま
い
に
対
す
る
価
値
観
は

今
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
た
住
ま
い
の
価
値
観
調
査
」を
手
掛
け
た

S
U
U
M
O
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
研
究
員
の
相
島
雅
樹
氏
に
聞
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

行
動
や
住
空
間
に
対
す
る
価
値
観
に

ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
か出典：リクルート住まいカンパニー「コロ

ナ禍を受けたテレワークと住まいの実態
調査」

図1  テレワーク実施率
スクリーニング調査／
会社員・公務員のみ／単一回答

表１  
「人生を見つめ直した」人の割合
合計 13.1%

2019年11月に17％だったテレワーク実
施率が、2020年4月には47％に増加。
全労働時間に占めるテレワーク比率も増
加しており、2019年11月時点で「10％未
満」が約半数だったが、2020年5月時点
では「90％以上」と答えた人が全体の約
3割に上る。

性・年代別 
男性・計 13.3%

20代 16.4%
30代 14.3%
40代 16.5%
50代 9.1%
60代 9.6%

女性・計 12.9%
20代 16.6%
30代 15.6%
40代 11.4%
50代 8.2%
60代 13.2%

新型コロナ
ウイルスで

住まいやオフィスは
どう変わる？

テレワーク
実施中17％

テレワーク（リモートワーク）を
実施していない

83％

前回
2019年
11月

（参考値）

緊急事態宣言前（2020年3月以前）と緊急事態宣言
解除後（2020年5月以降）の変化についての質問

（複数回答可）では、「人生を見つめ直した」と答えた
人の割合は全体の13.1％に上った。
出典：リクルート住まいカンパニー「コロナ禍を受けた
住まいの価値観調査」

「首都圏（東京都・埼玉県・千葉県・神奈川県）、関西圏、
東海圏、札幌市・仙台市・広島市・福岡市に在住する20
〜60代の男女4000人を対象に2020年8月17日〜同
20日で調査」

写真提供／SoloTime

テレワーク
実施中

47％

53％

今回
2020年
4月17日
～20日

01Report

SUUMO
リサーチセンター

テレワーク（リモートワーク）を
実施していない

24

て
旅
行
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が

あ
っ
た
り
…
…
。
仕
事
と
生
活
と
レ
ジ
ャ

ー
の
境
界
線
が
、
以
前
よ
り
曖
昧
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
」（
相
島
氏
）

感
染
症
拡
大
に
よ
っ
て
変
化
す
る
日
々
の

行
動
は
、“
住
空
間
”に
対
す
る
価
値
観
に

も
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
だ
。
図
３
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自宅で余暇やレジャーを楽しんだり、旅行先で仕事をしたり……。コロナ禍が続く中、生
活とレジャー、仕事という3つの活動を分ける境界線は曖昧になっている。
出典：リクルート住まいカンパニー「コロナ禍を受けた住まいの価値観調査」

勤務先の会社に期待する
こととして「出張に休暇を
合わせて現地で観光する
ことを認めるなど、自由度
の高い働き方を認めてほ
しい」と答えた人の割合 
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ち、半分以上を在宅
勤務で行う人の割合

74%

コロナ禍が続く中、「自宅
で過ごす」ことに抵抗を

「感じない」と答えた人の
割合
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1 だらだらと過ごす、くつろぐ 3.48 
2 自宅での料理 3.46 
2 インターネット・SNS利用 3.46 
4 テレビ視聴・新聞、雑誌閲読 3.41 
5 動画や音楽などのストリーミング視聴 3.33 
6 ネットショッピングやフリマ・ネットオークション利用 3.32 
7 スマートフォンやパソコン、携帯型・据置型のゲーム 3.30 
8 家族・パートナーとのコミュニケーション 3.28 
9 洗濯・掃除 3.24 
10 DIYなど家の手入れ 3.18 
11 読書や物思いにふける時間 3.17 
12 睡眠 3.15 
13 育児 3.13 
14 屋内での運動・体操・ヨガ・筋トレ 3.08 
15 入浴 3.07 
15 仕事のことを一人で考える時間 3.07 
15 仕事ともプライベートとも割り切れない時間 3.07 
15 家族・パートナーとの喧嘩 3.07 
19 投資 3.06 
20 貯蓄・投資 3.05 
21 副業・兼業 3.04 
22 介護 2.99 
23 勉強や習い事 2.95 
24 美容・スキンケア・ボディケア 2.92 
25 散歩 2.91 
26 性行為・セックス 2.89 
27 仕事をしている時間 2.81 
28 屋外での運動・体操・ヨガ・筋トレ 2.76 
29 社会活動・ボランティア 2.74 
30 仕事上のちょっとした確認・相談・雑談 2.71 
31 通勤 2.64 
32 複数人で話し合う仕事・打ち合わせ 2.55 
33 リアルな店舗でのショッピング・買い物 2.44 
34 体験型エンターテイメント（ライブ・観劇・映画鑑賞など） 2.11 
35 外食 2.06 
36 友人・知人との交流（飲み会含む） 1.94 
37 旅行・レジャー 1.90 

仕事

緊急事態宣言前（2020年3月以前）と緊急事態宣言解除後（2020年5月以
降）の行動の変化についての質問（複数回答可）では、家で過ごす時間が増
える一方で仕事や外での活動が減ったことが見て取れる。
出典：リクルート住まいカンパニー「コロナ禍を受けた住まいの価値観調査」

自宅や地域で過ごす時間の充実や、在宅テレワーク環境の快適さを望む声
が多数だった。今後は極端な駅近志向が弱まり、広さを求めて駅までの距
離の妥協や郊外移動が加速する可能性も。
出典：リクルート住まいカンパニー「コロナ禍を受けたテレワークと住まいの
実態調査」
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周辺に商業施設が充実している
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自宅近くにシェアオフィスやコワーキング
スペースがあるところに住みたい
周辺に海・山・大きな緑など
自然が身近なところに住み替えたい
共有部にワークスペースがある
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中古住宅リノベーションのワンストップサービスを提供するリノベる。創業10年で累計の
完工件数は3000件に上り、施工エリアやショールームは全国に拡大している。

同社が行ったテレワークに関する調査。「スペース」に関する
項目では、ダイニングなどのオープン派と個室派が分かれる
結果に。「困ったこと」としては、オン・オフの切り替えの難しさ
や机や椅子、コンセントなどの設備に対する課題が目立った。

テ
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に
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、

実
際
の
住
宅
で
は
ど
の
よ
う
な
空
間
の
変
化
が
起
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

国
内
屈
指
の
中
古
マ
ン
シ
ョ
ン
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
績
を
誇
る

リ
ノ
ベ
る
執
行
役
員
の
三
浦
隆
博
さ
ん
に
話
を
伺
っ
た
。

自
分
ら
し
さ
を
追
求
す
る

住
宅
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で

「
住
む
」と
「
働
く
」を
両
立
す
る

出典：リノベるジャーナル『テレワークを快適にするコツと
は？リノベーションで働き方改革！』　
https://www.renoveru.jp/journal/11374
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ン
選
び
か
ら
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
設
計
・
施
工
、
ア
フ
タ

ー
サ
ー
ビ
ス
ま
で
、
中
古
住
宅
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
す
る
リ
ノ
ベ
る
。
創
業
以
来
成
長
を
続

け
、
２
０
１
９
年
度
に
は
６
５
９
件
も
の

完
工
件
数
を
記
録
し
た
同
社
の
事
業
は
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
堅
調
の
よ
う
だ
。

 

「
緊
急
事
態
宣
言
前
後
の
3
月
・
4
月
時

点
で
前
年
比
の
半
数
ほ
ど
に
減
少
し
た
問

い
合
わ
せ
件
数
で
す
が
、
G
W
ご
ろ
か
ら

急
激
に
回
復
し
前
年
を
上
回
る
ペ
ー
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。
中
古
物
件
が
あ
る
程
度

動
き
始
め
た
9
月
に
は
、
受
注
ベ
ー
ス
で

も
前
年
比
１
０
０
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

そ
の
背
景
に
は
、
自
宅
で
の
滞
在
時
間
が

増
え
て
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
方
や
生
活
空

間
を
充
実
さ
せ
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ

る
と
思
い
ま
す
」
と
リ
ノ
ベ
る
執
行
役
員
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「
緊
急
事
態
宣
言
直
後
は
『
多
拠
点
居
住
』

や
『
移
住
』
が
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら

れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
『
都
心
よ
り
も
自
然

が
豊
か
な
地
域
へ
』
と
い
う
方
も
多
か
っ

た
で
す
が
、
今
は
あ
る
程
度
の
都
心
志
向

に
戻
っ
て
い
る
印
象
で
す
。
ま
た
、
鎌
倉

や
葉
山
な
ど
ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ
る
地
域
は

根
強
い
人
気
。
都
心
へ
の
近
さ
よ
り
も
、

街
そ
の
も
の
の
環
境
や
魅
力
に
焦
点
を
当

て
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
」（
三
浦
さ
ん
）

職
住
融
合
を
叶
え
る

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
例
が
増
加

 

「
住
む
」と
「
働
く
」を
両
立
す
る
住
ま
い

で
あ
る
こ
と
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
普
及
し

た
今
、
住
宅
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
大
き
な

ト
レ
ン
ド
に
な
っ
て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
は
住
ま
い
に
『
広
い
リ
ビ
ン

グ
』を
求
め
る
方
が
多
く
、昨
年
の
実
績
で

は
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
物
件
が
全

体
の
37
％
で
し
た
。
一
方
、
今
年
５
月
〜

７
月
の
設
計
事
例
で
は
65
％
の
物
件
で
ワ

ー
ク
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。
ワ
ー

ク
ス
ペ
ー
ス
の
場
所
も
、
リ
ビ
ン
グ
の
一

角
に
あ
る
オ
ー
プ
ン
な
場
所
よ
り
も
、
壁

や
窓
で
区
切
ら
れ
た
個
室
が
好
ま
れ
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
や
は
り
、
よ
り
集
中
で

き
る
環
境
や
オ
ン
・
オ
フ
の
切
り
替
え
を

望
む
声
が
多
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
弊
社

で
は
照
明
環
境
や
空
調
環
境
、
デ
ス
ク
の

幅
や
高
さ
と
い
っ
た
細
か
な
デ
ィ
テ
ー
ル

を
含
め
て
、
快
適
な
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
づ

く
り
を
提
案
し
て
い
ま
す
」（
三
浦
さ
ん
）

　職
住
融
合
を
叶
え
る
だ
け
で
な
く
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
充
実
を
重
視
す
る
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
事
例
も
増
加
し
て
い
る
。

「
自
宅
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
た
の
で
キ

ッ
チ
ン
を
素
敵
に
し
た
い
」
と
い
っ
た
声

や
「
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
た
め
に
内
装
は
ナ

チ
ュ
ラ
ル
系
の
色
彩
で
ま
と
め
た
い
」
と

い
う
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

 

「
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
見
つ
め
直
し
、

快
適
な
住
空
間
を
求
め
る
方
は
、
ま
す
ま

す
増
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、

こ
れ
か
ら
も
中
古
住
宅
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

事
業
を
通
じ
て
、
そ
ん
な
こ
だ
わ
り
の
実

現
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」（
三
浦
さ
ん
）

自宅におけるワークスペース
4つの類型

照明でオン・オフを
切り替える

オン／昼光色で集中力をUP

オフ／電球色でリラックス
照明環境や空調環境、遮音性なども自宅に快適な
ワークスペースを作る上で欠かせない要素だ。同
社では、時間帯によってライトの色を変えられるス
マート照明などを取り入れながら、オン・オフの切り
替えのできる空間を提案しているという。

オープン

クローズドセミオープン セミクローズド

リビングやダイニングなどのパブリックスペース
とひとつながりになった「オープン」タイプのワー
クスペースや、パブリックスペースとつながりなが
らも視線を区切ることのできる「セミオープン」、
窓や壁を使って音や視線などをある程度遮る「セ
ミクローズド」、完全に個室として独立する「クロ
ーズド」と、自宅のワークスペースには４つの類型
がある。働き方や家族構成によって最適なタイプ
は異なるが、テレワークの普及によって「セミクロ
ーズド」や「クローズド」の需要が高まっている。
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地
域
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の 

第
３
の
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス

　東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
手
掛

け
る「S

oloT
im

e

」は
、
法
人
向
け
の
郊

外
型
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
サ
ー
ビ
ス
。

１
店
舗
目
の
八
王
子
店
が
開
業
し
た
２
０

１
９
年
３
月
以
来
、
東
戸
塚
や
セ
ン
タ
ー

北
、
三
島
、
海
浜
幕
張
な
ど
、
通
勤
人
口

の
多
い
郊
外
の
駅
近
立
地
に
次
々
と
出
店

し
、
現
在
は
15
店
舗
を
展
開
す
る
。
契
約

法
人
数
は
約
１
６
０
社
。
２
０
２
０
年
７

月
に
野
村
不
動
産
が
展
開
す
る
サ
テ
ラ
イ

ト
型
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
H
1
T
（
エ
イ
チ

ワ
ン
テ
ィ
ー
）
と
提
携
し
て
お
り
、
両
サ

ー
ビ
ス
を
合
わ
せ
る
と
利
用
者
数
は
10
万

人
に
も
上
る
と
い
う
。

 「『S
oloT

im
e

』は
、
も
と
も
と
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
や
働
き
方
改
革
の
文
脈

か
ら
出
発
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
た

と
え
ば
子
育
て
中
の
会
社
員
の
場
合
、
保

育
園
の
お
迎
え
の
時
間
を
気
に
し
な
が
ら

仕
事
を
す
る
人
が
多
い
の
で
す
が
、
家
の

近
く
に
オ
フ
ィ
ス
が
あ
れ
ば
通
勤
時
間
を

有
効
に
使
え
ま
す
し
、
子
ど
も
の
急
な
発

熱
な
ど
に
も
対
応
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

地
域
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
多
様
な
働
き

方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
を

作
り
た
い
と
い
う
思
い
が
出
発
点
で
す
」

と
は
「S

oloT
im

e

」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
佐
藤
和
之
さ
ん
。

　職
住
近
接
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
自
由

な
働
き
方
を
可
能
に
す
る
「S

oloT
im

e

」

だ
が
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
普
及
し
た
昨
今
で

は
自
宅
で
も
会
社
で
も
な
い
“
第
３
の
ワ

ー
ク
ス
ペ
ー
ス
”
と
し
て
さ
ら
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
る
。

 

「
契
約
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
感
じ
る

の
は
、
在
宅
勤
務
に
お
け
る
生
産
性
低
下

を
課
題
と
す
る
会
社
が
多
い
こ
と
。
自
宅

だ
と
集
中
で
き
る
環
境
を
作
る
の
が
難
し

い
で
す
し
、
デ
ス
ク
や
チ
ェ
ア
が
仕
事
用

で
は
な
い
の
で
腰
痛
や
肩
こ
り
に
悩
ま
さ

れ
る
方
が
多
い
。
そ
う
し
た
背
景
も
あ
っ

て
家
チ
カ
の
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

『S
oloT

im
e

』を
利
用
す
る
企
業
が
最
近

特
に
増
加
し
て
い
ま
す
」（
佐
藤
さ
ん
）

　お
し
ゃ
れ
な
空
間
に
ワ
ー
ク
デ
ス
ク
や

個
室
や
電
話
ブ
ー
ス
、
会
議
室
、
女
性
エ

リ
ア
な
ど
を
設
け
る
「S

oloT
im

e

」
だ

適度な距離を保ったオープンエリアは、孤独感を感じるこ
となく作業に集中できるように設計されている

会
社
で
も
自
宅
で
も
な
い“
第
３
の
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
”と
し
て

今
、
注
目
さ
れ
る
の
が
郊
外
型
の
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
だ
。

「S
oloT

im
e

」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
佐
藤
和
之
さ
ん
に
、

事
業
開
発
の
経
緯
や
、
こ
れ
か
ら
の
働
き
方
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

生
活
の
そ
ば
に
働
く
拠
点
を
！

郊
外
型
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
を

利
用
す
る
人
が
増
加
中

03Report

SoloTime
by TEPCO

SoloTimeの店舗ロケーション

ナチュラルなカラーリン
グ や イン テ リ ア も
「SoloTime」の特長。女
性専用エリアも設けられ
ている

赤羽

松戸

津田沼

東戸塚

八王子

藤沢

調布

三鷹

自由が丘

溝の口

武蔵小杉

センター北

三島

海浜幕張

川崎

出店済
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が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
や
は
り
個
室
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
が
増
加
。
２
〜
３
人
の
ス
モ

ー
ル
チ
ー
ム
で
会
議
室
を
使
う
ユ
ー
ザ
ー

も
増
え
て
い
る
と
い
う
。
さ
て
、
人
々
の

働
き
方
は
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
変
化

し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

 

「
雑
談
か
ら
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
発
想
が

生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
対
面
で

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
方
が
効
率
的
な

こ
と
も
多
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
場
所
と
し
て
会
社
と
い
う
空
間
は
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
仕
事
の
７

割
は
ひ
と
り
で
完
結
す
る
仕
事
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
ワ
ー
ク
に
集
中

し
て
取
り
組
む
に
は
、
自
宅
や
家
チ
カ
の

テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
の
方
が
効
率
的
。

会
社
と
自
宅
と
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
。

３
つ
の
ワ
ー
ク
プ
レ
イ
ス
を
う
ま
く
組
み

合
わ
せ
な
が
ら
働
く
方
が
、
今
後
も
増
え

て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
」（
佐
藤
さ
ん
）

都心から地方へ
移住や多拠点生活という
選択肢にも注目が集まる
内閣府が2020年6月21日に発表した『新
型コロナウイルス感染症の影響下におけ
る生活意識・行動の変化に関する調査』
によると、テレワーク経験者はテレワーク
非経験者に比べて、地方移住に関する意
識が変化した割合が高くなっている。（テ
レワーク経験者：関心が高くなった6.3％
／関心がやや高くなった18.3％。テレワ
ーク非経験者：関心が高くなった2.5％／
関心がやや高くなった7.5％）。このことか
らもわかるように、コロナ禍を契機に人生
を見つめ直し、都心に縛られることなく地
方への移住や多拠点生活という選択肢を
検討する人は増えているようだ。
　こうした流れを受け、群馬県桐生市が
東京圏からの移住者に最大100万円の移
住支援金を交付する「桐生市移住支援補
助金」制度を設けるなど、受け入れ先の地
域でもさまざまな施策が行われている。今
後は「移住先探し」や「多拠点候補地探し」
を目的とした旅をする人が増えていく可能
性もあるはずだ。

Column

考察
とーりまかし的

　住まいの中と外を分ける境界線は、こ
れまでは家庭と社会の境界線だった。
外に出る時、人は多少なりとも外の顔を
演じている。家の外に出る瞬間に、会
社員はサラリーマンの顔に切り替わり、
子どもは学校や塾での児童や生徒とし
ての顔に切り替わる。どちらの顔も根
底は自分ではあるが、その心のスイッチ
を切り替えるのが、今までは住まいであ
ったのではないだろうか。
　これまで見てきたように、新型コロナ
ウイルス感染症の影響で図らずも都市
圏の会社員や公務員の多くが在宅勤務
となった。これはつまり家の中に社会や
会社が自然と入り込み、家の中にいる自
分の素顔が、自然と外の世界と共存する
ような形になったことを示している。そ
して自動的に家庭と社会の境界線が曖
昧になり、その線引きに多くの人は苦労
しているように見える。しかし、コロナ
渦でも在宅勤務が少なかった地方部は
以前から、近所とも家族ぐるみの付き合
いをし、休日はお祭りや伝統行事の集会
など地域活動に多くの時間が取られ、外
の世界と共存しながら生活をしているの
ではないだろうか。そんな垣根がない日
常生活を送っている人が大半である。
　都市圏では今後も一定の比率で在宅
勤務やリモートワークは継続され、外と
の境界線をうまく両立できる人がより活
躍していく時代へと進化していくだろう。
だからこそ息抜きをしながらONとOFF
を切り分けることが必要である。
　これまでは平日の夜と土日の休日で
自然と境界線（リラックスする空間）が
作られていたが、今後は境界線を自分た
ちで意識して形成していく必要が生じて
くるだろう。そしてその境界線となり、心
のリセット方法としての役割を担えるも
のこそが、旅行なのではないだろうか。
今後は以前にも増して非日常感とリラッ
クスした旅を求める人が増えていき、そ
んな境界線となる旅の提案がより求めら
れていくだろう。そしてその線引きのヒン
トを握るのは、都市部ではなく地方部に
住む人の生活にこそあるのかもしれない。

ONとOFFの切り分けは
地方部に住む人の生活にこそ
ヒントがあるのかも

感染症拡大以降ニーズの高まる個室席。プライバシーを保てることが魅力だ

集中して仕事に取り組めるブース席 鍵付きロッカーなどセキュリティ面も万全

       

29 December  2020



が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
や
は
り
個
室
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
が
増
加
。
２
〜
３
人
の
ス
モ

ー
ル
チ
ー
ム
で
会
議
室
を
使
う
ユ
ー
ザ
ー

も
増
え
て
い
る
と
い
う
。
さ
て
、
人
々
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働
き
方
は
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
変
化

し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
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雑
談
か
ら
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
発
想
が

生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
対
面
で

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
方
が
効
率
的
な

こ
と
も
多
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
場
所
と
し
て
会
社
と
い
う
空
間
は
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
仕
事
の
７

割
は
ひ
と
り
で
完
結
す
る
仕
事
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
ワ
ー
ク
に
集
中

し
て
取
り
組
む
に
は
、
自
宅
や
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チ
カ
の

テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
の
方
が
効
率
的
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会
社
と
自
宅
と
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
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のリセット方法としての役割を担えるも
のこそが、旅行なのではないだろうか。
今後は以前にも増して非日常感とリラッ
クスした旅を求める人が増えていき、そ
んな境界線となる旅の提案がより求めら
れていくだろう。そしてその線引きのヒン
トを握るのは、都市部ではなく地方部に
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っ
て
い
っ
た
り
、
シ
ェ
ア
す
る
サ
ー
ビ
ス

が
生
ま
れ
る
な
ど
、
変
革
が
起
こ
っ
た
わ

け
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
と
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
進
歩

し
続
け
る
こ
と
で
起
き
た
、
社
会
の
常
識

が
覆
さ
れ
る
よ
う
な
変
革
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。
身
近
な
例
で
言
え
ば
、
交
通
系

I
C
カ
ー
ド
で
電
車
に
乗
る
の
が
当
た
り

前
に
な
っ
た
の
も
、
そ
の
１
つ
で
す
。

―
カ
メ
ラ
が
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル

に
変
わ
っ
た
時
に
は
想
像
も
し
な
か
っ
た

こ
と
が
、今
起
き
て
い
る
。
誰
か
が
意
図

的
に
敷
い
た
レ
ー
ル
で
は
な
く
、偶
発
的

に
そ
う
い
う
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
き
て

い
く
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

　デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
W
E
B
上
で
い
ろ

い
ろ
な
人
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら

こ
そ
、
誰
も
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
新
し

い
も
の
が
生
ま
れ
て
く
る
と
言
え
る
と
思

い
ま
す
。
チ
ャ
ン
ス
を
掴
む
た
め
に
変
革

す
る
必
要
が
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
の
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
使
っ
て
そ
れ
を
実
現
し
て
い
く
。

そ
れ
に
よ
っ
て
起
き
た
結
果
が
デ
ジ
タ
ル

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
と
は

ど
の
よ
う
な
変
革
を

指
し
て
い
る
の
か
？

―
様
々
な
分
野
で
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
が
変
化
し
て
い
ま

す
。
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
（
以
下
、D
X
も
併
用
）と
は
、具
体

的
に
は
ど
の
よ
う
な
状
態
を
指
す
言
葉
な

の
で
す
か
？

　カ
メ
ラ
を
例
に
挙
げ
る
と
、
以
前
は
フ

ィ
ル
ム
を
使
っ
て
現
像
し
、
紙
で
可
視
化

す
る
写
真
が
一
般
的
で
し
た
。
こ
れ
は
ア

ナ
ロ
グ
の
状
態
な
の
で
、
こ
の
ま
ま
で
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
共
有
し
た
り
、
再
利

用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
登
場
で
画
像
を
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
上
に
保
存
し
、
情
報
を
共
有
し
て
、

様
々
な
用
途
に
使
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
写
真
の
デ
ー

タ
を
大
量
に
集
め
る
こ
と
で
、
今
ま
で
見

え
て
い
な
か
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
が
立
ち
上
が

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
。
な
の
で
、

何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
D
X
そ
の
も
の
を

目
的
と
し
て
「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
し
よ
う
」と
い
う
こ
と
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を

推
進
し
な
い
と
こ
の
先
、

ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
？

―
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
は
も
ち
ろ
ん

止
ま
ら
な
い
の
で
、こ
の
流
れ
に
乗
ら
な

い
と
置
い
て
い
か
れ
て
し
ま
う
、と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

　デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
は
、
言
葉
と
し
て
の
定
義
が
さ
れ
た
の

は
最
近
な
の
で
す
が
、
現
象
自
体
は
実
は

何
十
年
も
前
か
ら
起
き
て
い
る
こ
と
な
の

で
す
。
高
度
成
長
期
の
日
本
は
G
D
P
も

高
く
、
日
本
の
企
業
が
世
界
の
上
位
に
何

十
社
も
入
っ
て
い
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。

今
は
と
い
う
と
上
位
50
社
の
中
に
１
社
ぐ

ら
い
し
か
入
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
世
界
の
ト
ッ
プ
10
が
ど
こ
か
と

い
う
と
、“
G
A
F
A
”と
言
わ
れ
る
お
な

じ
み
の
G
o
o
g
l
e
、
A
p
p
l
e
、

F
a
c
e
b
o
o
k
、
A
m
a
z
o
n
。
こ
れ

に
加
え
て
最
近
で
は
“
B
A
T
”と
呼
ば

れ
る
バ
イ
ド
ゥ
、
ア
リ
バ
バ
、
テ
ン
セ
ン

ト
の
中
国
の
３
社
も
加
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

す
べ
て
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
企
業

活
動
を
高
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ

イラスト／畦原雄治　

独立系大手システムインテグレーション企業でエンジニ
アを経て、プロジェクトマネージャーとして組み込み/
MobileApp/Webシステム開発案件を担当。大規模案
件のマネジメントやオフショア開発を複数経験。海外エ
ンジニアとの開発における課題を解決することで日本の
IT人材不足の解決に貢献したいと考え、2015年にモン
スター・ラボへ入社。豪州Bond University MBA取得。
プロジェクトマネージャー、プロジェクトマネジメントオフ
ィス業務および組織マネジメント業務を担当。  

株式会社
モンスター・ラボ
執行役員
宇野 智之さん 

知りたかったあのキーワードを詳しく解説
とーりま的ピックアップNEWS

 IT業界を中心とした技術開発は目まぐるしく発展し、
有益な情報だけをキャッチするのは難しい。
そこで “詳細はよくわからないが名前だけは知っている。
でも恥ずかしくて今さら聞けない”レベルのワードをピックアップし、
 JRC流に解説。観光業界への影響を考察していこう。

デジタルトランスフォーメーション

4

2021年にはデジタル庁が設立されることになり、
デジタル化が急速に進む予感大の日本。頻繁に聞かれるようになった言葉が
｢デジタルトランスフォーメーション」。略してDX。
デジタルでトランスフォーム！とは、これいかに。

デジタル
トランスフォーメーションは
なぜDXと表記する？

デジタルトランスフォーメーショ
ン の 英 語 表 記 は「 Digital 
Transformation」だが、略称は
「DT」ではなく「DX」。「Trans」を
「X」と略すことが一般的な英語
圏の表記に準じているため。  
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ら
の
企
業
が
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
た
結
果
、
日
本
の

企
業
や
他
の
業
界
が
淘
汰
さ
れ
た
と
い
う

状
況
だ
と
思
い
ま
す
。
個
人
で
も
企
業
で

も
国
で
も
、
何
も
し
な
い
で
い
る
と
そ
の

周
り
や
世
界
で
は
ど
ん
ど
ん
進
化
し
て
い

る
の
で
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

し
た
企
業
に
よ
っ
て
デ
ィ
ス
ラ
プ
ト
（
破

壊
）さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
リ
ス
ク
が
あ

る
の
で
す
。

―
日
本
は
今
、遅
れ
を
取
っ
て
い
ま
す

が
、せ
っ
か
く
な
ら
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
側
の
方
が

い
い
で
す
ね
。

　日
本
人
は
、
長
期
的
に
物
事
を
考
え
、

リ
ス
ク
な
ど
全
て
に
対
し
て
対
策
を
立
て

て
か
ら
行
動
を
起
こ
す
と
い
う
傾
向
に
あ

る
よ
う
で
す
。
そ
の
国
の
文
化
と
国
民
性

を
６
つ
の
指
標
に
分
け
て
数
値
化
し
た
ホ

フ
ス
テ
ッ
ド
指
数
と
い
う
も
の
が
あ
る
の

で
す
が
、
日
本
人
は
「
不
確
実
性
の
回
避

傾
向
の
強
さ
」が
世
界
の
中
で
も
高
い
と

い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
中
国
は
と
い

う
と
、
こ
の
数
値
は
日
本
と
逆
で
低
い
。

つ
ま
り
、「
ま
ず
は
や
っ
て
み
よ
う
」と
い

う
性
質
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
日
本
は

今
ま
で
あ
っ
た
も
の
を
改
良
す
る
な
ど
し

て
効
率
化
し
て
き
た
時
代
は
よ
か
っ
た
。

で
も
今
の
時
代
の
よ
う
に
、
誰
も
手
が
け

て
い
な
い
全
く
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち

上
げ
よ
う
と
す
る
時
に
は
、
早
く
変
化
を

起
こ
し
た
も
の
勝
ち
な
ん
で
す
ね
。
リ
ス

ク
も
あ
る
し
失
敗
も
す
る
。
で
も
少
し
ず

つ
手
直
し
を
し
て
い
っ
て
、
い
つ
の
間
に

か
す
ご
い
サ
ー
ビ
ス
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
の
が
、
現
在
成
功
し
て
い
る
多
く
の
事

例
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
日
本
の
文
化

的
背
景
か
ら
す
る
と
、
リ
ス
ク
を
受
容
し

な
が
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
こ
と

が
苦
手
の
よ
う
で
す
が
、
他
の
国
に
比
べ

る
と
遅
れ
を
取
っ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は

や
っ
て
い
く
、
と
い
う
考
え
方
が
重
要
に

な
っ
て
い
く
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

―
従
来
の
古
い
考
え
方
だ
と
、最
初
か

ら
作
り
直
さ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
？

と
思
い
が
ち
で
す
が
、完
璧
な
も
の
が
で

き
る
ま
で
待
つ
の
で
は
な
く
、ま
ず
は
ス

タ
ー
ト
。
問
題
が
あ
れ
ば
改
善
し
て
最
適

化
し
て
い
く
、と
い
う
の
が
デ
ジ
タ
ル
時

代
な
ら
で
は
の
進
め
方
な
の
で
す
ね
。

何
を
ど
う
す
れ
ば
、

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に

繋
が
っ
て
い
く
の
か
？

―
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
さ
れ
て
、気
づ
か
な
い
う
ち
に
デ
ィ
ス

ラ
プ
ト
さ
れ
な
い
た
め
に
も
心
が
け
て
お

く
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
え
る
状

態
に
し
て
お
い
た
方
が
い
い
で
す
ね
。
例

え
ば
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
な
ど
の
リ
ア
ル

な
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
合
も
、
顧
客
デ
ー
タ
を

紙
な
ど
の
ア
ナ
ロ
グ
で
は
な
く
デ
ジ
タ
ル

情
報
と
し
て
保
管
し
て
お
く
。
デ
ー
タ
が

デ
ジ
タ
ル
上
に
あ
れ
ば
分
析
し
や
す
く
、

リ
ピ
ー
ト
客
を
増
や
す
方
法
や
、
新
規
顧

客
を
増
や
す
ト
レ
ン
ド
が
見
え
て
き
て
、

戦
略
に
落
と
し
込
み
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
も
小
さ
な
意
味
で
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
と
言
え
る
か
と

思
い
ま
す
。

―
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、大
浴
場
の
混
み
具

合
が
デ
ジ
タ
ル
で
わ
か
る
仕
組
み
を
採
り

入
れ
た
宿
泊
施
設
も
出
て
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
も
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
で
す
か
？

　そ
れ
に
よ
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
や
サ
ー
ビ
ス

自
体
が
変
革
で
き
て
い
て
、
メ
リ
ッ
ト
を

享
受
で
き
て
い
れ
ば
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
例
と
言
え
る
と
思

い
ま
す
。

　チ
ャ
ン
ス
や
課
題
が
あ
っ
て
、
そ
の
目

的
の
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
を
使
う
と
い
う
話

を
し
ま
し
た
が
、
す
で
に
持
っ
て
い
る
デ

ー
タ
を
活
用
し
て
何
か
で
き
な
い
か
と
い

う
考
え
方
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。
海
底

地
形
図
を
持
っ
て
い
る
企
業
か
ら
、
そ
れ

を
活
用
し
て
何
か
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
な
い

か
と
い
う
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
魚
が
集

ま
り
や
す
い
場
所
が
わ
か
る
の
で
、
こ
れ

を
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
し
て
展
開
し
た

と
こ
ろ
、
リ
リ
ー
ス
後
に
株
価
が
バ
ン
と

伸
び
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
活
用
す
れ

ば
業
績
を
伸
ば
せ
る
デ
ー
タ
を
持
っ
て
い

る
の
に
ま
だ
活
用
で
き
て
い
な
い
、
と
い

う
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

―
仰
々
し
い
こ
と
で
は
な
い
け
れ
ど
、

不
可
逆
的
な
も
の
な
の
で
、こ
の
流
れ
に

乗
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
し
て
変
化
を

捉
え
つ
つ
、気
の
持
ち
よ
う
を
変
え
る
必

要
が
あ
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。
で
も
ま
ず

は
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
え
る
よ

う
に
備
え
て
お
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

□進化したデジタルテクノロジーによって
もたらされる、これまでの常識を覆すよ
うな革新的な変革。身近な例で言えば、
スマートフォンの登場もそのひとつ。
□不可逆的な流れなので、これに乗る必
要があるが、現状では日本は世界に遅
れを取っている。
□DXへの第一歩は、手持ちのデータを
デジタル化しておくこと。

デジタルトランスフォーメーション
（DX）をまとめると
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ら
の
企
業
が
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
た
結
果
、
日
本
の

企
業
や
他
の
業
界
が
淘
汰
さ
れ
た
と
い
う

状
況
だ
と
思
い
ま
す
。
個
人
で
も
企
業
で

も
国
で
も
、
何
も
し
な
い
で
い
る
と
そ
の

周
り
や
世
界
で
は
ど
ん
ど
ん
進
化
し
て
い

る
の
で
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

し
た
企
業
に
よ
っ
て
デ
ィ
ス
ラ
プ
ト
（
破

壊
）さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
リ
ス
ク
が
あ

る
の
で
す
。

―
日
本
は
今
、遅
れ
を
取
っ
て
い
ま
す

が
、せ
っ
か
く
な
ら
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
側
の
方
が

い
い
で
す
ね
。

　日
本
人
は
、
長
期
的
に
物
事
を
考
え
、

リ
ス
ク
な
ど
全
て
に
対
し
て
対
策
を
立
て

て
か
ら
行
動
を
起
こ
す
と
い
う
傾
向
に
あ

る
よ
う
で
す
。
そ
の
国
の
文
化
と
国
民
性

を
６
つ
の
指
標
に
分
け
て
数
値
化
し
た
ホ

フ
ス
テ
ッ
ド
指
数
と
い
う
も
の
が
あ
る
の

で
す
が
、
日
本
人
は
「
不
確
実
性
の
回
避

傾
向
の
強
さ
」が
世
界
の
中
で
も
高
い
と

い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
中
国
は
と
い

う
と
、
こ
の
数
値
は
日
本
と
逆
で
低
い
。

つ
ま
り
、「
ま
ず
は
や
っ
て
み
よ
う
」と
い

う
性
質
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
日
本
は

今
ま
で
あ
っ
た
も
の
を
改
良
す
る
な
ど
し

て
効
率
化
し
て
き
た
時
代
は
よ
か
っ
た
。

で
も
今
の
時
代
の
よ
う
に
、
誰
も
手
が
け

て
い
な
い
全
く
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち

上
げ
よ
う
と
す
る
時
に
は
、
早
く
変
化
を

起
こ
し
た
も
の
勝
ち
な
ん
で
す
ね
。
リ
ス

ク
も
あ
る
し
失
敗
も
す
る
。
で
も
少
し
ず

つ
手
直
し
を
し
て
い
っ
て
、
い
つ
の
間
に

か
す
ご
い
サ
ー
ビ
ス
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
の
が
、
現
在
成
功
し
て
い
る
多
く
の
事

例
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
日
本
の
文
化

的
背
景
か
ら
す
る
と
、
リ
ス
ク
を
受
容
し

な
が
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
こ
と

が
苦
手
の
よ
う
で
す
が
、
他
の
国
に
比
べ

る
と
遅
れ
を
取
っ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は

や
っ
て
い
く
、
と
い
う
考
え
方
が
重
要
に

な
っ
て
い
く
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

―
従
来
の
古
い
考
え
方
だ
と
、最
初
か

ら
作
り
直
さ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
？

と
思
い
が
ち
で
す
が
、完
璧
な
も
の
が
で

き
る
ま
で
待
つ
の
で
は
な
く
、ま
ず
は
ス

タ
ー
ト
。
問
題
が
あ
れ
ば
改
善
し
て
最
適

化
し
て
い
く
、と
い
う
の
が
デ
ジ
タ
ル
時

代
な
ら
で
は
の
進
め
方
な
の
で
す
ね
。

何
を
ど
う
す
れ
ば
、

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に

繋
が
っ
て
い
く
の
か
？

―
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
さ
れ
て
、気
づ
か
な
い
う
ち
に
デ
ィ
ス

ラ
プ
ト
さ
れ
な
い
た
め
に
も
心
が
け
て
お

く
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
え
る
状

態
に
し
て
お
い
た
方
が
い
い
で
す
ね
。
例

え
ば
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
な
ど
の
リ
ア
ル

な
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
合
も
、
顧
客
デ
ー
タ
を

紙
な
ど
の
ア
ナ
ロ
グ
で
は
な
く
デ
ジ
タ
ル

情
報
と
し
て
保
管
し
て
お
く
。
デ
ー
タ
が

デ
ジ
タ
ル
上
に
あ
れ
ば
分
析
し
や
す
く
、

リ
ピ
ー
ト
客
を
増
や
す
方
法
や
、
新
規
顧

客
を
増
や
す
ト
レ
ン
ド
が
見
え
て
き
て
、

戦
略
に
落
と
し
込
み
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
も
小
さ
な
意
味
で
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
と
言
え
る
か
と

思
い
ま
す
。

―
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、大
浴
場
の
混
み
具

合
が
デ
ジ
タ
ル
で
わ
か
る
仕
組
み
を
採
り

入
れ
た
宿
泊
施
設
も
出
て
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
も
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
で
す
か
？

　そ
れ
に
よ
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
や
サ
ー
ビ
ス

自
体
が
変
革
で
き
て
い
て
、
メ
リ
ッ
ト
を

享
受
で
き
て
い
れ
ば
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
例
と
言
え
る
と
思

い
ま
す
。

　チ
ャ
ン
ス
や
課
題
が
あ
っ
て
、
そ
の
目

的
の
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
を
使
う
と
い
う
話

を
し
ま
し
た
が
、
す
で
に
持
っ
て
い
る
デ

ー
タ
を
活
用
し
て
何
か
で
き
な
い
か
と
い

う
考
え
方
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。
海
底

地
形
図
を
持
っ
て
い
る
企
業
か
ら
、
そ
れ

を
活
用
し
て
何
か
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
な
い

か
と
い
う
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
魚
が
集

ま
り
や
す
い
場
所
が
わ
か
る
の
で
、
こ
れ

を
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
し
て
展
開
し
た

と
こ
ろ
、
リ
リ
ー
ス
後
に
株
価
が
バ
ン
と

伸
び
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
活
用
す
れ

ば
業
績
を
伸
ば
せ
る
デ
ー
タ
を
持
っ
て
い

る
の
に
ま
だ
活
用
で
き
て
い
な
い
、
と
い

う
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

―
仰
々
し
い
こ
と
で
は
な
い
け
れ
ど
、

不
可
逆
的
な
も
の
な
の
で
、こ
の
流
れ
に

乗
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
し
て
変
化
を

捉
え
つ
つ
、気
の
持
ち
よ
う
を
変
え
る
必

要
が
あ
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。
で
も
ま
ず

は
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
え
る
よ

う
に
備
え
て
お
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

□進化したデジタルテクノロジーによって
もたらされる、これまでの常識を覆すよ
うな革新的な変革。身近な例で言えば、
スマートフォンの登場もそのひとつ。
□不可逆的な流れなので、これに乗る必
要があるが、現状では日本は世界に遅
れを取っている。
□DXへの第一歩は、手持ちのデータを
デジタル化しておくこと。

デジタルトランスフォーメーション
（DX）をまとめると
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不
景
気
で
花
が
消
え
た
世
の
中
で

お
金
を
か
け
ず
に
花
壇
を
つ
く
る

　
市
営
公
園
で
あ
り
な
が
ら
１
年
に
約

80
万
人
が
訪
れ
、
旅
行
サ
イ
ト
「
ト
リ

ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」の
「
世
界
の
人

気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
　
日
本
の
テ
ー
マ
パ

ー
ク
」部
門
で
最
高
３
位
を
記
録
（
２

０
１
５
年
）。そ
ん
な「
ふ
な
ば
し
ア
ン

デ
ル
セ
ン
公
園
」を
育
て
た
園
長
は
、

着
任
ま
で
は
ふ
つ
う
の
市
職
員
だ
っ
た
。

 「
人
事
課
長
が
昔
の
同
僚
で
、『
あ
な
た

は
花
が
好
き
だ
し
適
任
だ
ろ
う
』
っ
て

（
笑
）。
過
去
の
仕
事
と
は
全
く
異
分
野

で
迷
い
ま
し
た
け
ど
、
確
か
に
花
好
き

は
事
実
だ
し
こ
れ
も
ご
縁
で
す
よ
ね
」

と
細
谷
氏
は
笑
っ
て
振
り
返
る
。

　
着
任
前
年
に
開
催
さ
れ
た
「
全
国
都

市
緑
化
フ
ェ
ア
」の
記
憶
か
ら
「
花
の

公
園
」の
つ
も
り
で
い
た
が
、
着
任
当

初
の
印
象
は「
緑
の
公
園
」。フ
ェ
ア
の

花
壇
は
す
べ
て
撤
去
さ
れ
て
い
て
残
念

な
気
持
ち
に
も
な
っ
た
。
と
は
い
え
、

改
め
て
花
を
植
え
よ
う
に
も
予
算
が
な

い
。
そ
こ
で
取
り
組
ん
だ
の
が
、
民
間

に
花
壇
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
っ
て
も
ら

う「
企
業
花
壇
」の
営
業
。営
業
先
に
は

「
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
」の
協
賛
企
業

を
そ
の
ま
ま
活
用
し
た
。

 

「
ち
ょ
う
ど
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
直

価値と感動を生み出す人に
インタビュー

『ふなばしアンデルセン公園』はなぜ国内外から多くのリピーターを引きつけるのか？
無名だった市営公園が一大テーマパークに育つまでのプロセスを、育ての親に聞く。

何
が
よ
か
っ
た
か
、悪
か
っ
た
か
は

や
っ
て
み
て
初
め
て
分
か
る
こ
と
。

何
か
を
変
え
た
い
な
ら
結
果
を
怖
れ
ず
、

ま
ず
は
や
っ
て
み
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

写真／佐藤兼永

あ
る
と
き
は
頑
固
に
、し
か
し
軽
や
か
に

市
職
員
か
ら
世
界
に
は
ば
た
く
名
物
園
長

53

公
益
財
団
法
人
船
橋
市
公
園
協
会

公
園
業
務
部

　ア
ン
デ
ル
セ
ン
公
園
長

細
谷 

順
子

Junko H
osoya

32

後
で
、
全
国
の
公
園
か
ら
花
が
消
え
て

い
た
時
期
。
花
は
、
予
算
が
減
る
と
最

初
に
カ
ッ
ト
さ
れ
る
ん
で
す
。
で
も
そ

ん
な
と
き
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、『
じ
ゃ

あ
そ
こ
で
輝
い
ち
ゃ
お
う
か
な
！
』
っ

て（
笑
）。周
り
が
花
い
っ
ぱ
い
の
と
き

に
植
え
て
も
目
立
た
な
い
で
す
し
ね
」。

　
も
ち
ろ
ん
、
打
診
先
の
企
業
が
話
を

聞
い
て
く
れ
な
い
可
能
性
も
あ
っ
た
が
、

結
果
的
に
は
十
分
な
数
の
企
業
か
ら
協

力
が
集
ま
っ
た
。「
役
所
っ
て
失
敗
す

る
と
怒
ら
れ
る
場
所
。
で
も
本
当
は
結

果
を
気
に
し
て
た
ら
何
も
で
き
な
い
で

す
よ
ね
。
何
が
よ
か
っ
た
か
、
悪
か
っ

た
か
は
、
や
っ
て
み
て
初
め
て
分
か
る

こ
と
。
変
え
た
い
な
ら
何
か
や
っ
て
み

な
き
ゃ
」。そ
の
精
神
で
こ
こ
ま
で
多
く

の
こ
と
に
ト
ラ
イ
し
て
き
た
が
、
ち
な

み
に
失
敗
し
た
例
を
聞
く
と
「
そ
れ
が

…
…
と
く
に
な
い
ん
で
す
」と
さ
ら
り
。

や
る
と
決
め
た
ら
そ
の
実
現
方
法
に
は

知
恵
を
絞
る
が
、
そ
の
先
は
案
外
う
ま

く
い
く
、
と
細
谷
氏
は
感
じ
て
い
る
。

な
ん
で
も
や
っ
て
み
る
。た
だ
し

コ
ン
セ
プ
ト
は
決
し
て
外
さ
な
い
　
　
　
　
　

　
毎
年
開
催
さ
れ
る
「
き
り
が
み
コ
ン

ク
ー
ル
」も
そ
ん
な
ト
ラ
イ
か
ら
始
ま

っ
た
こ
と
の
一
つ
。
美
術
館
担
当
者
の

ア
イ
デ
ア
で
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
に

ち
な
ん
だ
切
り
紙
作
品
を
募
集
、
大
賞

受
賞
者
は
デ
ン
マ
ー
ク
へ
の
研
修
旅
行

に
招
待
す
る
。「
う
ん
、
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
？
」と
始
め
て
み
た
も
の
が
、
今
や

12
回
目
を
迎
え
る
大
人
気
企
画
だ
。

　
た
だ
し
、
す
べ
て
の
企
画
に
は
一
つ

だ
け
絶
対
的
な
ル
ー
ル
が
あ
る
。「
コ

ン
セ
プ
ト
か
ら
ズ
レ
な
い
」こ
と
だ
。

「
公
園
の
テ
ー
マ
は
あ
く
ま
で
ア
ン
デ

ル
セ
ン
と
デ
ン
マ
ー
ク
。
建
物
は
も
ち

ろ
ん
石
畳
ま
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
運

ん
で
作
っ
た
も
の
で
す
。
こ
こ
ま
で
し

て
作
ら
れ
た
も
の
を
崩
し
た
く
は
な
い
。

そ
の
点
で
は
私
は
結
構
頑
固
で
す
よ
」。

　
企
業
花
壇
は
必
ず
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の

作
品
に
ち
な
ん
だ
テ
ー
マ
で
作
っ
て
も

ら
い
、
そ
の
内
容
を
し
っ
か
り
表
示
す

る
。
切
り
紙
企
画
も
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン

が
実
は
切
り
紙
の
名
手
で
も
あ
っ
た
と

い
う
い
わ
れ
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
。

見
た
こ
と
の
な
い
企
画
が
生
む

「
次
は
何
？
」と
い
う
期
待

　

　
細
谷
氏
の
個
人
的
な
思
い
が
色
濃
く

出
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
そ
の
一
つ
が

ク
オ
リ
テ
ィ
の
追
求
だ
。
合
格
ラ
イ
ン

は
「
園
芸
好
き
な
人
が
接
近
し
て
見
て

も
美
し
い
こ
と
」。た
と
え
ば
コ
ス
モ
ス

畑
は
遠
目
に
は
よ
い
が
、
倒
れ
た
様
子

が
美
し
く
な
い
か
ら
、
最
初
か
ら
草
丈

が
低
く
倒
れ
に
く
い
品
種
を
選
ぶ
。
も

う
一
つ
は
「『
見
た
こ
と
あ
る
』と
言
わ

れ
た
く
な
い
」と
い
う
強
い
意
志
。

「『
前
と
同
じ
』も
『
他
と
同
じ
』も
イ

ヤ
。
だ
か
ら
毎
年
同
じ
テ
ー
マ
が
巡
っ

て
く
る
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
も
、
全
て
去

年
と
は
内
容
を
変
え
ま
す
。
他
の
公
園

と
似
た
く
な
い
の
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
以

外
に
は
視
察
に
も
行
き
ま
せ
ん
」。こ
こ

ま
で
徹
底
し
て
い
れ
ば
、
訪
れ
る
側
が

「
次
は
何
？
」と
期
待
感
を
持
ち
、
そ
れ

が
リ
ピ
ー
ト
に
つ
な
が
る
の
も
当
然
だ
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
４
〜
５
月
は
休
園
、
今

も
１
０
０
％
の
状
態
に
は
な
い
。「
で

も
い
つ
か
は
動
け
る
よ
う
に
な
る
。
今

は
そ
の
と
き
の
こ
と
を
考
え
る
時
期
だ

と
ス
タ
ッ
フ
に
も
言
っ
て
い
ま
す
。『
元

通
り
』で
は
意
味
が
な
い
。
前
と
は
違

う
何
か
を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
、
今
の
う

ち
に
引
き
出
し
を
作
っ
て
お
か
な
く
て

は
。
忙
し
く
な
っ
た
ら
考
え
る
時
間
な

ん
て
な
い
ん
で
す
か
ら
！
」

　
常
に
考
え
て
い
る
の
は
「
５
年
後
に

ど
う
な
っ
て
い
る
か
」。
そ
の
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
な
り
た
い
姿
に

向
け
て
、
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

 「
着
任
し
た
と
き
か
ら『
世
界
に
は
ば
た

き
た
い
ア
ン
デ
ル
セ
ン
園
長
』を
名
乗

っ
て
き
ま
し
た
が
、最
近
は
、少
し
は
は

ば
た
け
た
か
な
？
ま
あ
言
う
か
ら
に
は

何
ご
と
も
大
き
く
な
い
と
ね
！（
笑
）」

デンマークのオーデンセ市と姉妹都市に
なったのを機に現在の形にリニューアル
して25周年。アスレチック施設や体験
教室も充実していて、トリップアドバイザ
ーでは「世界の人気観光スポット」のほか
ホスピタリティを評価する「エクセレンス
認証」にも5年連続で選ばれ殿堂入りを
果たしている。コロナ前には台湾のメデ
ィアでも取り上げられるなど訪日客人気
も高かった。

地域住民にも訪日客にも愛される
「ふなばしアンデルセン公園」

公園のシンボルでもある風車はデンマークから
材料を運び、現地の職人が組み立てた。本物
の迫力を活かすためコンセプトでは妥協しない
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して5つの部署を経て生涯学習部社
会教育課から現職へ。自宅マンショ
ンはガーデニングのために1階を選ぶ
ほどの花好きでもある
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大
宝
律
令
に
歴
史
を
遡
る
!?

日
本
の
暮
ら
し
の
道
具「
枡
」

岐
阜
県
大
垣
市

お
酒
を
呑
む
た
め
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

原
点
は
、「
計
る
」の
基
準
を
統
一
し
た
度
量
衡

　酒
枡
に
日
本
酒
を
注
ぎ
、
檜
の
香
り

と
と
も
に
い
た
だ
く
酒
は
、
な
ん
と
も

味
わ
い
深
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
結

婚
式
な
ど
の
祝
い
の
席
で
は
、「
枡
（
ま

す
）」を
縁
起
の
い
い「
増
す
・
益
す（
ま

す
）」
と
し
て
酒
杯
に
す
る
こ
と
も
よ

く
見
る
風
景
。
こ
の
よ
う
に
、
現
在
の

日
本
の
暮
ら
し
の
中
で
は
、
枡
＝
酒
枡

と
と
ら
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
本
来
、
枡

は
、
米
を
は
じ
め
と
す
る
穀
物
や
、
酒
、

醤
油
、
油
な
ど
の
容
量
を
量
る
こ
と
に

用
い
ら
れ
て
き
た
道
具
。
古
く
は
奈
良

の
平
城
京
跡
近
く
か
ら
、
１
２
０
０
年

前
の
木
製
の
枡
が
出
土
し
て
お
り
、
そ

れ
か
ら
１
０
０
年
遡
る
大
宝
律
令
で
制

定
さ
れ
た
度
量
衡
制
度
で
も
枡
が
使
わ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　長
き
に
わ
た
り
日
本
人
の
暮
ら
し
に

寄
り
添
っ
て
き
た
枡
の
生
産
地
は
、
現

在
、
岐
阜
県
大
垣
市
が
生
産
量
全
国
シ

ェ
ア
80
％
を
占
め
、
年
間
約
２
０
０
万

個
が
出
荷
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の

歴
史
は
意
外
に
浅
く
、
明
治
時
代
に
名

古
屋
か
ら
大
垣
市
に
枡
職
人
が
移
り
住

ん
だ
の
が
始
ま
り
と
か
。
木
曽
や
東
濃

な
ど
、
良
質
な
檜
の
産
地
に
近
い
こ
と
、

木
材
の
一
大
集
散
地
で
あ
る
名
古
屋
か

ら
、
市
内
に
流
れ
る
水
路
や
川
を
介
し

て
枡
の
原
料
を
入
手
し
や
す
い
こ
と
、

出
来
上
が
っ
た
枡
を
、
関
ヶ
原
か
ら
関

西
へ
続
く
ル
ー
ト
を
は
じ
め
東
西
南
北

へ
流
通
し
や
す
い
地
の
利
が
あ
る
な
ど

の
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
、
大

垣
市
で
枡
づ
く
り
が
盛
ん
に
な
っ
た
理

由
と
言
わ
れ
て
い
る
。
大
垣
市
の
枡
づ

く
り
の
歴
史
の
中
で
枡
専
門
の
製
作
会

社
は
こ
れ
ま
で
に
11
社
、
同
時
に
9
社

あ
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
現
在
は
３
社

が
操
業
。
ど
の
会
社
も
、
た
ど
れ
ば
遠

い
親
戚
の
間
柄
な
の
だ
と
か
。

　生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
り
、
本

来
の
「
計
る
」
た
め
の
道
具
と
し
て
の

枡
は
次
第
に
役
割
を
終
え
、
酒
枡
や
イ

ン
テ
リ
ア
用
品
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど

に
目
的
を
シ
フ
ト
す
る
中
、
大
橋
量
器

で
は
、
海
外
に
向
け
て
伝
統
的
な
枡
と

は
趣
を
異
に
す
る
カ
ラ
ー
枡
や
、
四
角

と
は
異
な
る
形
状
の
酒
枡
な
ど
を
発
信
。

ワ
イ
ン
の
香
り
を
閉
じ
込
め
る
た
め
の

ワ
イ
ン
枡
な
ど
も
開
発
し
て
い
る
。

下２点は、昔ながらの無地枡（一
合枡）。結婚式の引き出物やイベ
ントで使われる際は、縁起のよい
文字や絵柄が施されることが多
い。上はインテリアのアクセント
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